
日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
六
六

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
法
学
提
要

（Institutes

）
に
対
す
る
比
較
法
史
学
的
総
合
研
究
」
研
究
課
題

番
号17H

02442

（
研
究
代
表
・
葛
西
康
徳
・
東
京
大
学
教
授
）
の
研

究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
謹
ん
で
関
係
各
位
に
感
謝
の
意
を
表
す

る
次
第
で
あ
る
。

L
ehrbuch, F

ranz V
ahlen, B

erlin 1886.

］

7. B
runner 

［, H
einrich, D

eutsche R
echtsgeschichte, 

S
y

ste
m

a
tisc

h
e

s H
a

n
d

b
u

c
h

 d
e

r
 d

e
u

tsc
h

e
n 

R
echtsw

issenschaft, A
bth. 2, T

heil 1, B
d. 1-2, D

uncker &
 

H
um

blot, 1887-1892, B
d. 1-2.

］

8. S
chröder 

［, R
ichard, L

ehrbuch der deutschen 

R
echtsgeschichte, 1889; 4.A

ufl. 1902.

］

［
欄
外
へ
の
追
加
］

9. A
m

ira 

［, K
arl von, 

］, G
rundriss des germ

aischen R
echts, 

1889

］, 3.A
ufl., 1913.

10. B
runner 

［, H
einrich

］-H
eym

ann 

［, E
rnst

］, G
rundzüge 

der deutschen R
echtsgeschichte, 7.A

ufl., 1919.

11. C
laudius von S

chw
erin, D

eutsche R
echtsgeschichte 

［, 

L
eipzig : B

.G
. T

eubner, 1912.

］

12. A
ndreas H

eusler 

［, 1865-1940, L
ied und E

pos in 

germ
anischer S

agendichtung. D
ortm

und: R
uhfus

］ 1905.

［?

］

S
chröder/ K

ünßberg, L
ehrbuch der deutschen 

R
echtsgeschichte, 6.A

ufl., 1919 

［, V
eit &

 C
om

p., fortgeführt 

von E
berhard F

rh. v. K
ünßberg.

］

（
一
一
八
二
）

政
令
一
般
恩
赦
に
つ
い
て
（
野
村
）

二
六
七

政
令
一
般
恩
赦
に
つ
い
て

野

　
　村

　
　和

　
　彦

第
一
章

　
問
題
の
所
在

第
二
章

　
政
令
一
般
恩
赦
に
対
す
る
諸
見
解

　
　
第
一
節

　
政
令
一
般
恩
赦
の
諸
類
型

　
　
第
二
節

　
諸
見
解

　
　
第
三
節

　
小
括

第
三
章

　
罪
刑
法
定
主
義
と
政
令
一
般
恩
赦

　
　
第
一
節

　
基
本
的
視
座

　
　
第
二
節

　
手
続
面

　
　
第
三
節

　「
罪
」
の
恩
赦
と
「
刑
」
の
恩
赦

　
　
第
四
節

　
行
為
規
範
の
提
示
に
よ
る
一
般
予
防

論
　
説

（
一
一
八
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
六
八

　
　
第
五
節

　
復
権
と
罪
刑
法
定
主
義

第
四
章

　
政
令
一
般
恩
赦
の
限
界
─
ま
と
め
に
代
え
て
─

第
一
章

　
問
題
の
所
在

二
〇
一
九
年
五
月
一
日
に
、
徳
仁
親
王
が
天
皇
に
即
位
さ
れ
、
元
号
は
平
成
か
ら
令
和
へ
と
代
わ
っ
た
。
政
府
は
、
即
位
礼
正
殿
の
儀

が
行
わ
れ
た
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
一
〇
月
二
二
日
に
、
政
令
に
基
づ
く
恩
赦
を
右
の
よ
う
に
実
施
し
た
（
以
下
、
本
文
で
は
令
和
恩
赦
と

よ
ぶ
こ
と
に
す
る

（
１
））。

そ
の
理
由
と
し
て
、「（
即
位
の
礼
と
い
う
〔
筆
者
挿
入
〕）
こ
の
慶
事
に
当
た
り
、
罪
を
犯
し
た
者
の
改
善
更
生
の
意
欲

を
高
め
さ
せ
、
そ
の
社
会
復
帰
を
促
進
す
る
と
い
う
刑
事
政
策
的
な
見
地

（
２
）

」
を
示
し
、
そ
の
際
に
考
慮
し
た
事
情
と
し
て
、
国
民
感
情
、

特
に
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
遺
族
の
心
情
等

（
３
）

を
挙
げ
る
。
令
和
恩
赦
の
対
象
者
は
お
よ
そ
五
五
万
人
と
み
こ
ま
れ
て
い
る

（
４
）

。

第
一
に
、
復
権
令
で
あ
る
（
恩
赦
法
九
条
、
令
和
元
年
号
外
政
令
第
一
三
一
号
）
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
他
に
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
さ
れ
て

い
る
者
を
除
き
、「
一
個
又
は
二
個
以
上
の
裁
判
に
よ
り
罰
金
に
処
せ
ら
れ
た
者
で
、
そ
の
全
部
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
の
免
除

を
得
た
日
か
ら
令
和
元
年
十
月
二
十
二
日
（
以
下
「
基
準
日
」
と
い
う
。）
の
前
日
ま
で
に
三
年
以
上
を
経
過
し
た
も
の
は
、
基
準
日
に
お

い
て
、
そ
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
た
た
め
法
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
喪
失
し
、
又
は
停
止
さ
れ
て
い
る
資
格
を
回
復
す
る
」。

第
二
に
、
特
別
恩
赦
基
準
に
基
づ
く
恩
赦
で
あ
る
。
ひ
と
つ
は
「
刑
の
執
行
の
免
除
」
で
あ
る
（
恩
赦
法
一
五
条
、
刑
の
執
行
の
免
除
の

出
願
に
関
す
る
臨
時
特
例
に
関
す
る
省
令
〔
令
和
元
年
号
外
法
務
省
令
第
三
九
号
〕）。
基
準
日
の
前
日
ま
で
に
刑
に
処
さ
れ
た
者
の
う
ち
、
病
気

な
ど
の
事
由
に
よ
り
長
期
に
わ
た
り
刑
の
執
行
が
停
止
さ
れ
、
か
つ
、
な
お
長
期
に
わ
た
り
そ
の
執
行
に
耐
え
ら
れ
な
い
と
認
め
ら
れ
る

（
一
一
八
四
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
六
八

　
　
第
五
節

　
復
権
と
罪
刑
法
定
主
義

第
四
章

　
政
令
一
般
恩
赦
の
限
界
─
ま
と
め
に
代
え
て
─

第
一
章

　
問
題
の
所
在

二
〇
一
九
年
五
月
一
日
に
、
徳
仁
親
王
が
天
皇
に
即
位
さ
れ
、
元
号
は
平
成
か
ら
令
和
へ
と
代
わ
っ
た
。
政
府
は
、
即
位
礼
正
殿
の
儀

が
行
わ
れ
た
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
一
〇
月
二
二
日
に
、
政
令
に
基
づ
く
恩
赦
を
右
の
よ
う
に
実
施
し
た
（
以
下
、
本
文
で
は
令
和
恩
赦
と

よ
ぶ
こ
と
に
す
る

（
１
））。

そ
の
理
由
と
し
て
、「（
即
位
の
礼
と
い
う
〔
筆
者
挿
入
〕）
こ
の
慶
事
に
当
た
り
、
罪
を
犯
し
た
者
の
改
善
更
生
の
意
欲

を
高
め
さ
せ
、
そ
の
社
会
復
帰
を
促
進
す
る
と
い
う
刑
事
政
策
的
な
見
地

（
２
）

」
を
示
し
、
そ
の
際
に
考
慮
し
た
事
情
と
し
て
、
国
民
感
情
、

特
に
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
遺
族
の
心
情
等

（
３
）

を
挙
げ
る
。
令
和
恩
赦
の
対
象
者
は
お
よ
そ
五
五
万
人
と
み
こ
ま
れ
て
い
る

（
４
）

。

第
一
に
、
復
権
令
で
あ
る
（
恩
赦
法
九
条
、
令
和
元
年
号
外
政
令
第
一
三
一
号
）
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
他
に
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
さ
れ
て

い
る
者
を
除
き
、「
一
個
又
は
二
個
以
上
の
裁
判
に
よ
り
罰
金
に
処
せ
ら
れ
た
者
で
、
そ
の
全
部
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
の
免
除

を
得
た
日
か
ら
令
和
元
年
十
月
二
十
二
日
（
以
下
「
基
準
日
」
と
い
う
。）
の
前
日
ま
で
に
三
年
以
上
を
経
過
し
た
も
の
は
、
基
準
日
に
お

い
て
、
そ
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
た
た
め
法
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
喪
失
し
、
又
は
停
止
さ
れ
て
い
る
資
格
を
回
復
す
る
」。

第
二
に
、
特
別
恩
赦
基
準
に
基
づ
く
恩
赦
で
あ
る
。
ひ
と
つ
は
「
刑
の
執
行
の
免
除
」
で
あ
る
（
恩
赦
法
一
五
条
、
刑
の
執
行
の
免
除
の

出
願
に
関
す
る
臨
時
特
例
に
関
す
る
省
令
〔
令
和
元
年
号
外
法
務
省
令
第
三
九
号
〕）。
基
準
日
の
前
日
ま
で
に
刑
に
処
さ
れ
た
者
の
う
ち
、
病
気

な
ど
の
事
由
に
よ
り
長
期
に
わ
た
り
刑
の
執
行
が
停
止
さ
れ
、
か
つ
、
な
お
長
期
に
わ
た
り
そ
の
執
行
に
耐
え
ら
れ
な
い
と
認
め
ら
れ
る

（
一
一
八
四
）

政
令
一
般
恩
赦
に
つ
い
て
（
野
村
）

二
六
九

者
で
あ
っ
て
、
犯
情
、
本
人
の
性
格
お
よ
び
行
状
、
犯
罪
後
の
情
状
、
社
会
の
感
情
、
刑
の
執
行
の
免
除
を
必
要
と
す
る
事
情
な
ど
が
考

慮
さ
れ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
「
復
権
」
で
あ
る
。
刑
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
が
社
会
生
活
の
支
障
と
な
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で

あ
っ
て
、
犯
情
、
本
人
の
生
活
お
よ
び
行
状
、
犯
罪
後
の
状
況
、
社
会
の
感
情
な
ど
が
考
慮
さ
れ
る
。

本
稿
は
政
令
恩
赦
を
考
察
の
対
象
と
す
る
が
、
そ
の
う
ち
、
特
別
恩
赦
基
準
に
よ
る
恩
赦
は
そ
の
対
象
か
ら
外
す
。
た
し
か
に
特
別
恩

赦
基
準
に
基
づ
く
恩
赦
は
内
閣
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
は
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
審
査
は
個
別
的
で
あ
り
、
該
当
者
が
検
察
官
や
保
護
観
察

官
の
長
へ
出
願
し
、
両
者
を
介
し
中
央
更
生
保
護
審
査
会
へ
上
申
さ
れ
、
同
審
査
会
に
よ
る
審
査
を
受
け
る
。
対
象
者
一
人
ひ
と
り
の
個

性
が
第
三
者
的
機
関
の
手
に
よ
り
審
査
さ
れ
、
恩
赦
の
可
否
が
決
ま
る
。

し
か
し
、
政
令
に
よ
る
一
般
恩
赦
（
以
下
、
本
文
で
は
「
政
令
一
般
恩
赦
」
と
よ
ぶ
こ
と
に
す
る
）
は
、「
不
特
定
、
多
数
の
者
に
対
し
て
、

政
令
で
罪
や
罰
の
種
類
、
基
準
日
等
を
定
め
、
そ
の
要
件
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
、
個
々
の
事
案
に
つ
い
て
調
査
な
ど
を
せ
ず
、
一
律

に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る

（
５
）」。

中
央
更
生
保
護
審
査
会
に
よ
る
審
査
を
経
ず
、
内
閣
だ
け
の
判
断
に
よ
り
政
令
を
通
じ
て
一
律
に
行
わ
れ

る
。
こ
う
し
た
手
法
に
関
し
て
は
、
左
に
み
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
批
判
が
加
え
ら
れ
て
き
た
。
令
和
元
年
度
で
定
年
退
職

さ
れ
る
南
部
篤
先
生
の
恩
師
は
板
倉
宏
博
士
で
あ
る
が
、
板
倉
も
、
後
に
み
る
よ
う
に
、
政
令
一
般
恩
赦
を
批
判
的
に
考
察
し
た
論
文
を
、

昭
和
天
皇
の
大
喪
の
礼
に
際
し
実
施
さ
れ
た
恩
赦
を
素
材
と
し
て
、
著
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
政
令
一
般
恩
赦
を
検
討
の
対
象
と
す
る
。
そ
の
際
、
罪
刑
法
定
主
義
の
観
点
か
ら
こ
れ
を
考
察
し
た
い
。
恩
赦
制

度
そ
の
も
の
は
罪
刑
法
定
主
義
と
対
立
関
係
に
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
政
令
一
般
恩
赦
に
は
、
罪
刑
法
定
主
義
に
基
づ
く
刑
事
司
法
の
運
用

を
覆
す
潜
在
力
が
備
わ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
罪
刑
法
定
主
義
に
基
づ
き
、
国
会
は
刑
罰
法
規
を
制
定
す
る
役
割
、
裁
判
所
は
刑
罰
法

規
を
事
件
に
解
釈
適
用
す
る
役
割
、
行
政
権
に
属
す
る
捜
査
機
関
は
法
執
行
を
行
う
役
割
を
、
そ
れ
ぞ
れ
担
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
各
権

（
一
一
八
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
七
〇

力
を
政
令
一
般
恩
赦
は
弱
め
う
る
。

令
和
恩
赦
が
実
施
さ
れ
た
い
ま
、
恩
赦
、
と
く
に
政
令
一
般
恩
赦
と
罪
刑
法
定
主
義
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
再
考
し
た
い
。
こ
れ
を

も
っ
て
、
拙
い
内
容
で
は
あ
る
が
、
定
年
退
職
さ
れ
る
南
部
篤
先
生
へ
、
こ
の
論
文
を
捧
げ
る
。

第
二
章

　
政
令
一
般
恩
赦
に
対
す
る
諸
見
解

第
一
節
　
政
令
一
般
恩
赦
の
諸
類
型

政
令
一
般
恩
赦
は
次
の
法
的
根
拠
に
従
う
。
す
な
わ
ち
、
内
閣
が
大
赦
、
特
赦
、
減
刑
、
刑
の
執
行
の
免
除
及
び
復
権
を
決
定
し
（
憲

法
七
三
条
七
号
）、
天
皇
が
国
事
行
為
と
し
て
、
こ
れ
を
認
証
す
る
（
憲
法
七
条
六
号
）。
恩
赦
制
度
を
定
め
る
の
は
、
恩
赦
法
（
昭
和
二
二
年

法
律
第
二
〇
号
）
で
あ
る
。

恩
赦
法
に
よ
れ
ば
、
政
令
一
般
恩
赦
に
は
三
種
類
あ
る
。
ひ
と
つ
め
は
、
大
赦
で
あ
る
。
大
赦
は
罪
の
種
類
を
定
め
て
行
う
（
恩
赦
法

二
条
）
と
さ
れ
、
そ
の
効
果
は
、
①
有
罪
の
言
渡
し
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
そ
の
効
力
が
失
わ
れ
（
同
法
三
条
一
号
）、
ま
だ
有
罪
の
言

渡
し
を
受
け
て
い
な
い
者
に
つ
い
て
は
公
訴
権
が
失
わ
れ
る
（
同
条
二
号
）。

ふ
た
つ
め
は
、
減
刑
で
あ
る
（
恩
赦
法
六
条
）。
そ
の
効
果
は
必
要
的
減
軽
で
あ
る
（
同
法
七
条
一
項
）。
な
お
、
刑
の
執
行
が
猶
予
さ
れ

て
い
る
期
間
に
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
定
め
る
。
全
部
猶
予
者
に
対
し
て
は
、
刑
を
減
軽
す
る
減
刑
の
み
を
行
う
（
同
条
三

項
）。
一
部
猶
予
者
に
対
し
て
は
、
刑
を
減
軽
す
る
減
刑
ま
た
は
執
行
が
猶
予
さ
れ
な
か
っ
た
刑
の
期
間
の
執
行
を
減
軽
す
る
減
刑
の
み

が
な
さ
れ
る
（
同
条
四
項
）。
猶
予
期
間
の
短
縮
は
、
い
ず
れ
も
任
意
的
で
あ
る
。

（
一
一
八
六
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
七
〇

力
を
政
令
一
般
恩
赦
は
弱
め
う
る
。

令
和
恩
赦
が
実
施
さ
れ
た
い
ま
、
恩
赦
、
と
く
に
政
令
一
般
恩
赦
と
罪
刑
法
定
主
義
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
再
考
し
た
い
。
こ
れ
を

も
っ
て
、
拙
い
内
容
で
は
あ
る
が
、
定
年
退
職
さ
れ
る
南
部
篤
先
生
へ
、
こ
の
論
文
を
捧
げ
る
。

第
二
章

　
政
令
一
般
恩
赦
に
対
す
る
諸
見
解

第
一
節
　
政
令
一
般
恩
赦
の
諸
類
型

政
令
一
般
恩
赦
は
次
の
法
的
根
拠
に
従
う
。
す
な
わ
ち
、
内
閣
が
大
赦
、
特
赦
、
減
刑
、
刑
の
執
行
の
免
除
及
び
復
権
を
決
定
し
（
憲

法
七
三
条
七
号
）、
天
皇
が
国
事
行
為
と
し
て
、
こ
れ
を
認
証
す
る
（
憲
法
七
条
六
号
）。
恩
赦
制
度
を
定
め
る
の
は
、
恩
赦
法
（
昭
和
二
二
年

法
律
第
二
〇
号
）
で
あ
る
。

恩
赦
法
に
よ
れ
ば
、
政
令
一
般
恩
赦
に
は
三
種
類
あ
る
。
ひ
と
つ
め
は
、
大
赦
で
あ
る
。
大
赦
は
罪
の
種
類
を
定
め
て
行
う
（
恩
赦
法

二
条
）
と
さ
れ
、
そ
の
効
果
は
、
①
有
罪
の
言
渡
し
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
そ
の
効
力
が
失
わ
れ
（
同
法
三
条
一
号
）、
ま
だ
有
罪
の
言

渡
し
を
受
け
て
い
な
い
者
に
つ
い
て
は
公
訴
権
が
失
わ
れ
る
（
同
条
二
号
）。

ふ
た
つ
め
は
、
減
刑
で
あ
る
（
恩
赦
法
六
条
）。
そ
の
効
果
は
必
要
的
減
軽
で
あ
る
（
同
法
七
条
一
項
）。
な
お
、
刑
の
執
行
が
猶
予
さ
れ

て
い
る
期
間
に
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
定
め
る
。
全
部
猶
予
者
に
対
し
て
は
、
刑
を
減
軽
す
る
減
刑
の
み
を
行
う
（
同
条
三

項
）。
一
部
猶
予
者
に
対
し
て
は
、
刑
を
減
軽
す
る
減
刑
ま
た
は
執
行
が
猶
予
さ
れ
な
か
っ
た
刑
の
期
間
の
執
行
を
減
軽
す
る
減
刑
の
み

が
な
さ
れ
る
（
同
条
四
項
）。
猶
予
期
間
の
短
縮
は
、
い
ず
れ
も
任
意
的
で
あ
る
。

（
一
一
八
六
）

政
令
一
般
恩
赦
に
つ
い
て
（
野
村
）

二
七
一

み
っ
つ
め
は
、
復
権
で
あ
る
（
恩
赦
法
九
条
本
文
）。
有
罪
の
言
渡
し
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
資
格
を
喪
失
し
、
ま
た
は
停
止
さ
れ
た

者
が
対
象
で
あ
る
。
政
令
で
要
件
を
定
め
て
、
資
格
が
回
復
さ
れ
、
ま
た
特
定
の
資
格
が
回
復
さ
れ
る
（
前
者
が
一
般
復
権
、
後
者
が
特
別

復
権
。
同
法
一
〇
条
一
項
、
二
項
）。
令
和
恩
赦
に
お
い
て
行
わ
れ
た
恩
赦
の
一
つ
が
、
こ
の
政
令
に
よ
る
一
般
復
権
で
あ
る
。

第
二
節
　
諸
見
解

こ
こ
で
は
、
政
令
一
般
恩
赦
に
関
係
す
る
見
解
に
耳
を
傾
け
た
い
。

（
１
）
昭
和
二
三
年
六
月
三
〇
日
に
芦
田
均
内
閣
総
理
大
臣
へ
提
出
さ
れ
た
恩
赦
制
度
審
議
会
に
よ
る
最
終
意
見
書
は
、「
恩
赦
は
、
司

法
作
用
に
関
し
行
政
権
に
留
保
さ
れ
た
極
め
て
重
要
な
権
限
で
あ
っ
て
…
刑
事
政
策
的
意
義
に
鑑
み
る
と
き
は
、
一
層
活
撥
な
運
用
が
期

待
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
し
た
う
え
で
、
政
府
部
内
で
恩
赦
を
決
定
す
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
と
し
て
、
民
主
主
義
の
原
理
か
ら
民

意
を
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
恩
赦
権
の
濫
用
を
防
止
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る

（
６
）

、
と
し
て
い
る
。

政
令
恩
赦
の
運
用
方
針
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
い
う

（
７
）

。
す
な
わ
ち
、「
従
来
は
皇
室
の
慶
弔
時
に
際
し
て
こ
の
種
の
恩
赦
の
行
わ
れ

る
こ
と
が
多
く
、
今
後
と
い
え
ど
も
国
家
の
慶
事
に
当
た
り
よ
ろ
こ
び
を
わ
か
つ
意
味
で
一
般
的
恩
赦
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
何
ら
差
支
な

い
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
た
と
え
ば
社
会
事
情
の
変
化
、
法
令
の
改
廃
等
の
あ
つ
た
場
合
に
公
平
の
精
神
に
基
い
て
、
さ

ら
に
は
ま
た
刑
事
政
策
的
観
点
よ
り
従
前
の
裁
判
の
効
果
を
変
更
す
る
よ
う
な
合
理
的
な
一
般
的
恩
赦
が
今
後
活
潑
に
行
わ
れ
、
政
令
に

よ
る
恩
赦
の
中
心
を
な
す
よ
う
に
運
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。」
と
。

さ
ら
に
、
同
審
議
会
は
、
内
閣
に
「
恩
赦
審
議
会
」
を
お
き
、
そ
の
審
議
事
項
の
一
つ
と
し
て
、
政
令
に
よ
る
恩
赦
に
関
す
る
事
項
を

あ
げ
、
政
令
恩
赦
を
行
う
べ
き
か
否
か
を
審
議
す
る
旨
を
提
言
し
て
い
る

（
８
）

。

（
一
一
八
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
七
二

（
２
）
平
野
龍
一
は
、
法
や
裁
判
、
執
行
の
欠
陥
を
矯
正
す
る
固
有
の
任
務
が
あ
る
と
し
て
個
別
恩
赦
は
必
要
で
あ
る
と
し
つ
つ
も
、

政
令
一
般
恩
赦
の
一
形
態
で
あ
る
大
赦
に
つ
い
て
は
、「
一
定
の
種
類
の
犯
罪
に
つ
い
て
行
う
一
般
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
必
ら
ず
し

も
、
行
政
権
が
行
う
必
要
は
な
く
、
む
し
ろ
立
法
権
が
行
う
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い

（
９
）

」
と
し
て
い
る
。

（
３
）
清
宮
四
郎
は
、「
恩
赦
は
、
国
王
の
恩
恵
に
よ
る
赦
免
と
い
う
、
旧
世
紀
の
君
主
制
に
お
け
る
伝
統
を
連
想
せ
し
め
、
現
行
憲
法

の
も
の
と
で
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
言
葉
で
あ
る
」
と
し
、
さ
ら
に
選
挙
犯
罪
者
に
対
す
る
恩
赦
は
、
恩
赦
権
の
濫
用
が
疑
わ
れ
る
と
し
て
、

恩
赦
制
度
の
全
面
的
検
討
が
必
要
で
あ
る

（
10
）

と
す
る
。

（
４
）
鈴
木
寿
一
は
、
刑
罰
権
自
体
が
予
定
す
る
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用
い
た
と
し
て
も
賄
い
き
れ
な
い
不
合
理
を
救
済
し
、
ま
た
は
、

よ
り
合
目
的
方
法
を
実
現
す
る
の
が
、
恩
赦
の
目
的
で
あ
り

（
11
）

、
そ
れ
が
正
当
化
さ
れ
る
の
は
、
以
下
の
場
合
で
あ
る

（
12
）

と
す
る
。
①
法
律
の

画
一
性
か
ら
生
じ
る
具
体
的
妥
当
性
の
欠
如
、
②
社
会
的
変
動
に
よ
る
刑
罰
の
不
適
応
、
③
犯
人
の
主
観
的
事
情
の
変
更
に
よ
る
刑
罰
の

不
適
応
、
で
あ
る
。
国
家
慶
弔
時
に
お
け
る
恩
赦
に
対
し
て
は
、
社
会
的
変
動
が
な
い
限
り
、
主
権
者
の
仁
慈
と
し
て
恣
意
的
に
行
わ
れ

た
時
代
の
遺
風
で
あ
っ
て
、
何
ら
合
理
的
根
拠
は
な
い
と
し
て
厳
し
く
批
判
す
る

（
13
）

。

（
５
）
恩
赦
法
に
つ
い
て
詳
細
な
解
釈
書

（
14
）

を
著
し
た
岡
田
亥
之
三
郎
は
、
恩
赦
を
「
刑
事
裁
判
に
よ
り
、
当
然
刑
罰
を
受
く
べ
き
も
の

に
対
し
て
特
に
国
家
の
恩
恵
を
以
て
、
そ
の
刑
罰
の
効
果
を
失
わ
し
め
又
は
軽
減
せ
し
め
る
も
の

（
15
）

」
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
一
般
的

恩
赦
に
関
し
て
は
、「
従
来
皇
室
又
は
国
家
の
慶
弔
禍
福
に
際
し
、
喜
び
を
庶
民
に
頒
ち
、
禍
を
避
く
る
た
め
又
は
冥
福
を
禱
る
が
た
め

に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
は
古
代
よ
り
行
わ
れ
、
現
今
に
お
い
て
も
種
々
の
機
会
に
お
い
て
行
わ
れ
た
も
の

（
16
）

」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

こ
れ
を
た
だ
ち
に
筆
者
の
見
解
と
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
政
令
恩
赦
は
国
家
の
慶
弔
禍
福
に
行
わ
れ
る
も
の
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
う
し
た
恩
赦
に
は
肯
定
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
一
一
八
八
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
七
二

（
２
）
平
野
龍
一
は
、
法
や
裁
判
、
執
行
の
欠
陥
を
矯
正
す
る
固
有
の
任
務
が
あ
る
と
し
て
個
別
恩
赦
は
必
要
で
あ
る
と
し
つ
つ
も
、

政
令
一
般
恩
赦
の
一
形
態
で
あ
る
大
赦
に
つ
い
て
は
、「
一
定
の
種
類
の
犯
罪
に
つ
い
て
行
う
一
般
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
必
ら
ず
し

も
、
行
政
権
が
行
う
必
要
は
な
く
、
む
し
ろ
立
法
権
が
行
う
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い

（
９
）

」
と
し
て
い
る
。

（
３
）
清
宮
四
郎
は
、「
恩
赦
は
、
国
王
の
恩
恵
に
よ
る
赦
免
と
い
う
、
旧
世
紀
の
君
主
制
に
お
け
る
伝
統
を
連
想
せ
し
め
、
現
行
憲
法

の
も
の
と
で
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
言
葉
で
あ
る
」
と
し
、
さ
ら
に
選
挙
犯
罪
者
に
対
す
る
恩
赦
は
、
恩
赦
権
の
濫
用
が
疑
わ
れ
る
と
し
て
、

恩
赦
制
度
の
全
面
的
検
討
が
必
要
で
あ
る

（
10
）

と
す
る
。

（
４
）
鈴
木
寿
一
は
、
刑
罰
権
自
体
が
予
定
す
る
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用
い
た
と
し
て
も
賄
い
き
れ
な
い
不
合
理
を
救
済
し
、
ま
た
は
、

よ
り
合
目
的
方
法
を
実
現
す
る
の
が
、
恩
赦
の
目
的
で
あ
り

（
11
）

、
そ
れ
が
正
当
化
さ
れ
る
の
は
、
以
下
の
場
合
で
あ
る

（
12
）

と
す
る
。
①
法
律
の

画
一
性
か
ら
生
じ
る
具
体
的
妥
当
性
の
欠
如
、
②
社
会
的
変
動
に
よ
る
刑
罰
の
不
適
応
、
③
犯
人
の
主
観
的
事
情
の
変
更
に
よ
る
刑
罰
の

不
適
応
、
で
あ
る
。
国
家
慶
弔
時
に
お
け
る
恩
赦
に
対
し
て
は
、
社
会
的
変
動
が
な
い
限
り
、
主
権
者
の
仁
慈
と
し
て
恣
意
的
に
行
わ
れ

た
時
代
の
遺
風
で
あ
っ
て
、
何
ら
合
理
的
根
拠
は
な
い
と
し
て
厳
し
く
批
判
す
る

（
13
）

。

（
５
）
恩
赦
法
に
つ
い
て
詳
細
な
解
釈
書

（
14
）

を
著
し
た
岡
田
亥
之
三
郎
は
、
恩
赦
を
「
刑
事
裁
判
に
よ
り
、
当
然
刑
罰
を
受
く
べ
き
も
の

に
対
し
て
特
に
国
家
の
恩
恵
を
以
て
、
そ
の
刑
罰
の
効
果
を
失
わ
し
め
又
は
軽
減
せ
し
め
る
も
の

（
15
）

」
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
一
般
的

恩
赦
に
関
し
て
は
、「
従
来
皇
室
又
は
国
家
の
慶
弔
禍
福
に
際
し
、
喜
び
を
庶
民
に
頒
ち
、
禍
を
避
く
る
た
め
又
は
冥
福
を
禱
る
が
た
め

に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
は
古
代
よ
り
行
わ
れ
、
現
今
に
お
い
て
も
種
々
の
機
会
に
お
い
て
行
わ
れ
た
も
の

（
16
）

」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

こ
れ
を
た
だ
ち
に
筆
者
の
見
解
と
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
政
令
恩
赦
は
国
家
の
慶
弔
禍
福
に
行
わ
れ
る
も
の
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
う
し
た
恩
赦
に
は
肯
定
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
一
一
八
八
）

政
令
一
般
恩
赦
に
つ
い
て
（
野
村
）

二
七
三

（
６
）
正
木
亮
は
、「
前
科
の
烙
印
が
人
間
の
善
意
を
妨
げ
て

（
17
）

」
お
り
、「
罰
金
前
科
者
を
ま
ぜ
て
数
百
万
人
の
前
科
者
が
い
る
こ
と
」

は
、「
日
本
民
族
の
恥
辱
で
あ
る
」
と
し
て
、
前
科
抹
消
の
た
め
復
権
裁
判
所
を
創
設
す
る
こ
と
を
主
張
す
る

（
18
）

。
そ
の
中
で
、
特
別
恩
赦

（
政
令
に
よ
る
恩
赦
を
含
む
）
は
公
職
選
挙
法
違
反
者
の
復
権
を
ね
ら
っ
た
政
治
的
意
図
が
強
く
、
刑
事
政
策
的
な
色
彩
は
少
な
い
と
し
、

さ
ら
に
、
常
時
の
個
別
恩
赦
に
つ
い
て
も
復
権
者
の
数
は
少
な
く
、
選
挙
違
反
事
件
の
救
済
に
用
い
ら
れ
る
と
し
て
、
刑
事
政
策
的
に
価

値
が
な
い
と
断
ず
る

（
19
）

。
こ
れ
を
ま
と
め
て
、「
専
制
君
主
時
代
の
慈
恵
主
義
で
あ
る
恩
赦
の
威
力
を
過
大
評
価
し
て
、
国
民
の
大
多
数
の

顔
に
ぬ
ら
れ
て
い
る
前
科
と
い
う
泥
を
ぬ
ぐ
っ
て
や
る
政
策
を
考
え
出
そ
う
と
し
な
い
の
は
、
ど
う
い
う
わ
け
」
か
と
疑
問
を
呈
し
て
い

る
（
20
）

。（
７
）
菊
田
幸
一
は
、
政
令
恩
赦
の
存
在
理
由
と
し
て
社
会
変
動
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
国
家
的
慶
弔
事
に
お
い
て
政
令
恩
赦
を

行
う
こ
と
は
刑
事
政
策
的
に
合
理
的
根
拠
が
な
く
、
現
代
の
司
法
制
度
の
マ
イ
ナ
ス
を
凌
駕
す
る
ほ
ど
の
根
拠
も
み
ら
れ
な
い

（
21
）

、
と
す

る
。
さ
ら
に
、
政
令
恩
赦
は
偶
然
の
機
会
に
画
一
的
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
個
別
恩
赦
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

（
22
）

と
す
る
。

（
８
）
恩
赦
の
実
務
に
関
与
し
た
平
田
友
三
は
、
政
令
恩
赦
は
一
律
に
刑
罰
権
を
消
滅
さ
せ
、
ま
た
は
そ
の
効
力
を
減
殺
す
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、「
性
質
と
し
て
は
、
一
般
の
立
法
と
差
違
は
な
い

（
23
）

」
と
す
る
。
も
っ
と
も
、
恩
赦
は
、
特
定
の
者
の
犯
情
や
行
状
、
犯
行
後

の
状
況
等
を
総
合
判
断
し
て
、
は
じ
め
て
刑
事
政
策
的
に
合
理
的
な
運
用
が
可
能
と
な
る
と
し
て
、
一
時
期
に
一
律
に
行
う
政
令
恩
赦
に

は
刑
事
政
策
上
限
界
が
あ
る

（
24
）

と
し
て
い
る
。
な
お
、
国
家
慶
弔
時
に
お
け
る
恩
赦
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
肯
定
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、「
国
家
的
慶
弔
に
よ
り
国
民
に
そ
の
悲
喜
を
分
か
ち
合
う
気
分
が
横
溢
し
、
応
報
感
情
が
緩
和
さ
れ
て
寛
容
の
精
神
が
発
揮
さ
れ
る

よ
う
な
場
合
な
ど
に
、
そ
の
新
し
い
角
度
か
ら
情
勢
の
変
化
に
応
じ
て
刑
罰
権
の
運
用
を
修
正
、
緩
和
す
る
こ
と
が
妥
当
な
場
合
は
考
え

ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
国
家
的
慶
弔
を
契
機
と
し
て
慶
弔
の
大
小
に
相
応
し
い
規
模
、
内
容
の
恩
赦
を
行
う
こ
と
は
、
恩
赦

（
一
一
八
九
）
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〇
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の
目
的
に
反
す
る
こ
と
で
は
な
い

（
25
）

」
と
し
て
い
る
。

（
９
）
宮
澤
浩
一
は
、「
恩
赦
の
も
つ
「
覚
醒
作
用
」「
犯
罪
者
の
心
に
訴
え
か
け
る
」
と
い
う
「
合
理
性
」
を
超
え
た
「
作
用
」、「
再

犯
防
止
の
作
用
」
に
期
待
を
か
け
」
る
と
し
て
、
恩
赦
を
刑
事
政
策
的
に
運
用
す
る
こ
と
を
主
張
し
、
不
合
理
に
政
治
的
に
利
用
さ
れ
る

こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

（
26
）

と
主
張
す
る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
昭
和
天
皇
の
大
喪
の
礼
に
あ
わ
せ
て
実
施
さ
れ
た
恩
赦
に
批
判
的
姿

勢
を
示
し
て
い
る

（
27
）

。
な
お
、
恩
赦
の
法
制
度
化
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
画
一
的
運
用
に
陥
り
、
恩
赦
制
度
の
も
つ
長
所
を
封
じ
て
い
る

（
28
）

と
も

指
摘
し
て
い
る
。

（
10
）
先
に
ふ
れ
た
恩
赦
制
度
審
議
会
に
お
い
て
幹
事
を
務
め
た
経
験
を
も
つ
中
野
次
雄

（
29
）

は
、「
恩
赦
の
機
能
の
合
理
性
は
、
廣
い
意
味

に
お
い
て
法
的
安
定
性
の
原
理
の
具
體
的
妥
當
性
も
し
く
は
具
體
的
衡
平
の
理
念
に
よ
る
修
正

（
30
）

」
と
い
う
点
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る

と
し
、
恩
赦
の
理
由
は
常
に
具
体
的
妥
当
性
と
衡
平
の
原
理
に
基
づ
く
べ
き
で
あ
る

（
31
）

と
す
る
。
恩
赦
を
合
理
的
に
行
う
べ
き
と
す
る
こ
う

し
た
立
場
か
ら
、「
従
来
の
ご
と
く
、
単
に
「
慶
弔
禍
福
」
と
い
う
よ
う
な
裁
判
そ
の
も
の
と
無
関
係
な
理
由
を
も
っ
て
恩
赦
を
行
う
こ

と
は
、
真
に
合
理
的
な
理
由
を
欠
く
も
の
で
あ
っ
て
、
今
後
あ
る
べ
き
恩
赦
は
、
ま
ず
こ
の
非
合
理
性
を
と
り
去
る
と
こ
ろ
に
一
つ
の
目

標
を
も
た
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る

（
32
）

」
と
す
る
。

こ
う
し
た
立
場
か
ら
、
政
令
恩
赦
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
一
律
に
は
批
判
せ
ず
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
政
令
恩
赦
に
合
理
性
が
あ
る
か
と

い
う
視
点
で
と
ら
え
て
い
る
。
合
理
的
恩
赦
の
型
の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
事
情
の
変
更
に
よ
る
裁
判
の
事
後
変
更

（
33
）

」
を
挙
げ
、
一
例
と
し

て
、
そ
の
種
の
行
為
を
処
罰
し
た
こ
と
が
今
か
ら
見
る
と
適
当
で
な
か
っ
た
場
合
（
罰
則
を
伴
う
思
想
統
制
関
係
の
法
令
な
ど
）
を
示
す
。
こ

の
と
き
、
起
訴
さ
れ
て
免
訴
を
受
け
う
る
者
だ
け
で
な
く
、
す
で
に
刑
が
確
定
し
た
者
に
対
し
て
も
刑
の
言
渡
し
の
効
力
を
失
わ
せ
な
け

れ
ば
不
公
平
で
あ
る
と
し
て
、
昭
和
二
〇
年
一
〇
月
と
憲
法
公
布
の
際
の
昭
和
二
一
年
一
一
月
に
行
わ
れ
た
大
赦
を
含
む
恩
赦
を
評
価
し

（
一
一
九
〇
）
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の
目
的
に
反
す
る
こ
と
で
は
な
い

（
25
）

」
と
し
て
い
る
。

（
９
）
宮
澤
浩
一
は
、「
恩
赦
の
も
つ
「
覚
醒
作
用
」「
犯
罪
者
の
心
に
訴
え
か
け
る
」
と
い
う
「
合
理
性
」
を
超
え
た
「
作
用
」、「
再

犯
防
止
の
作
用
」
に
期
待
を
か
け
」
る
と
し
て
、
恩
赦
を
刑
事
政
策
的
に
運
用
す
る
こ
と
を
主
張
し
、
不
合
理
に
政
治
的
に
利
用
さ
れ
る

こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

（
26
）

と
主
張
す
る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
昭
和
天
皇
の
大
喪
の
礼
に
あ
わ
せ
て
実
施
さ
れ
た
恩
赦
に
批
判
的
姿

勢
を
示
し
て
い
る

（
27
）

。
な
お
、
恩
赦
の
法
制
度
化
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
画
一
的
運
用
に
陥
り
、
恩
赦
制
度
の
も
つ
長
所
を
封
じ
て
い
る

（
28
）

と
も

指
摘
し
て
い
る
。

（
10
）
先
に
ふ
れ
た
恩
赦
制
度
審
議
会
に
お
い
て
幹
事
を
務
め
た
経
験
を
も
つ
中
野
次
雄

（
29
）

は
、「
恩
赦
の
機
能
の
合
理
性
は
、
廣
い
意
味

に
お
い
て
法
的
安
定
性
の
原
理
の
具
體
的
妥
當
性
も
し
く
は
具
體
的
衡
平
の
理
念
に
よ
る
修
正

（
30
）

」
と
い
う
点
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る

と
し
、
恩
赦
の
理
由
は
常
に
具
体
的
妥
当
性
と
衡
平
の
原
理
に
基
づ
く
べ
き
で
あ
る

（
31
）

と
す
る
。
恩
赦
を
合
理
的
に
行
う
べ
き
と
す
る
こ
う

し
た
立
場
か
ら
、「
従
来
の
ご
と
く
、
単
に
「
慶
弔
禍
福
」
と
い
う
よ
う
な
裁
判
そ
の
も
の
と
無
関
係
な
理
由
を
も
っ
て
恩
赦
を
行
う
こ

と
は
、
真
に
合
理
的
な
理
由
を
欠
く
も
の
で
あ
っ
て
、
今
後
あ
る
べ
き
恩
赦
は
、
ま
ず
こ
の
非
合
理
性
を
と
り
去
る
と
こ
ろ
に
一
つ
の
目

標
を
も
た
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る

（
32
）

」
と
す
る
。

こ
う
し
た
立
場
か
ら
、
政
令
恩
赦
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
一
律
に
は
批
判
せ
ず
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
政
令
恩
赦
に
合
理
性
が
あ
る
か
と

い
う
視
点
で
と
ら
え
て
い
る
。
合
理
的
恩
赦
の
型
の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
事
情
の
変
更
に
よ
る
裁
判
の
事
後
変
更

（
33
）

」
を
挙
げ
、
一
例
と
し

て
、
そ
の
種
の
行
為
を
処
罰
し
た
こ
と
が
今
か
ら
見
る
と
適
当
で
な
か
っ
た
場
合
（
罰
則
を
伴
う
思
想
統
制
関
係
の
法
令
な
ど
）
を
示
す
。
こ

の
と
き
、
起
訴
さ
れ
て
免
訴
を
受
け
う
る
者
だ
け
で
な
く
、
す
で
に
刑
が
確
定
し
た
者
に
対
し
て
も
刑
の
言
渡
し
の
効
力
を
失
わ
せ
な
け

れ
ば
不
公
平
で
あ
る
と
し
て
、
昭
和
二
〇
年
一
〇
月
と
憲
法
公
布
の
際
の
昭
和
二
一
年
一
一
月
に
行
わ
れ
た
大
赦
を
含
む
恩
赦
を
評
価
し

（
一
一
九
〇
）

政
令
一
般
恩
赦
に
つ
い
て
（
野
村
）

二
七
五

て
い
る

（
34
）

。
し
か
し
、
復
権
に
つ
い
て
は
、「
今
回
の
大
喪
恩
赦
を
含
め
従
来
か
ら
復
権
が
し
ば
し
ば
政
令
に
よ
っ
て
無
審
査
で
一
律
に
行

わ
れ
て
い
る
の
は
、
恩
赦
の
運
用
と
し
て
合
理
性
が
あ
る
と
は
い
え
な
い

（
35
）

」
と
し
て
、
個
別
審
査
に
拠
る
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
。

（
11
）
田
中
開
は
、
政
令
恩
赦
の
運
用
に
つ
い
て
、
運
用
の
合
理
性
と
政
治
的
濫
用
の
観
点
か
ら
分
析
を
加
え
る

（
36
）

。
こ
こ
で
は
前
者
を

と
り
あ
げ
る

（
37
）

。
合
理
性
に
つ
い
て
、
一
般
恩
赦
が
妥
当
す
る
の
は
、
急
激
な
社
会
情
勢
の
変
化
や
法
令
の
改
廃
な
ど
に
よ
り
生
じ
る
不
正

義
や
不
公
平
の
調
整
に
あ
る
と
す
る
。
こ
の
見
地
か
ら
国
家
的
慶
弔
に
際
し
て
行
わ
れ
る
恩
赦
は
、「
却
っ
て
、
社
会
的
不
安
を
も
た
ら

し
、
裁
判
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
ゆ
る
が
し
、
そ
の
遵
法
精
神
を
損
う
な
ど
の
望
ま
し
く
な
い
結
果
を
生
じ
る

（
38
）

」
と
懸
念
を
示
す
。
加

え
て
、
恩
赦
対
象
者
の
再
犯
が
高
い
と
す
る
調
査
を
挙
げ
、
恩
赦
の
感
銘
力
に
も
疑
問
を
呈
す
る

（
39
）

。
さ
ら
に
、
国
家
的
慶
弔
時
に
は
応
報

感
情
が
緩
和
す
る
と
の
見
解
に
対
し
て
、
そ
れ
は
個
々
の
事
件
に
よ
っ
て
異
な
る
し
、
復
権
の
対
象
と
な
る
犯
罪
は
行
政
取
締
目
的
の
も

の
が
多
く
、
応
報
感
情
の
緩
和
と
は
別
問
題
で
あ
る

（
40
）

と
し
て
い
る
。

（
12
）
板
倉
宏
は
、
次
の
よ
う
に
政
令
一
般
恩
赦
を
批
判
し
て
い
る

（
41
）

。
す
な
わ
ち
、
政
令
恩
赦
は
内
閣
だ
け
で
政
令
を
制
定
し
て
行
え

る
の
で
あ
る
か
ら
、
恩
赦
権
の
濫
用
に
よ
っ
て
、
三
権
分
立
が
お
び
や
か
さ
れ
た
り
、
刑
事
政
策
が
ゆ
が
め
ら
れ
た
り
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
、
と
。
具
体
的
に
次
の
よ
う
に
言
う
。
大
赦
に
つ
い
て
は
、
有
罪
判
決
や
公
訴
権
を
失
わ
せ
る
た
め
、
司
法
権
へ
の
干
渉
が
絶
大
だ
け

で
な
く
、
立
法
権
へ
の
干
渉
に
も
つ
な
が
る

（
42
）

。
政
令
に
よ
る
減
刑
に
つ
い
て
は
、
受
刑
者
の
個
別
的
情
状
と
は
無
関
係
に
、
刑
を
一
律
に

減
軽
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
行
政
権
に
よ
る
刑
事
司
法
へ
の
干
渉
と
な
り
、
刑
事
政
策
上
弊
害
を
招
く

（
43
）

。
こ
の
よ
う
に
し
て
恩
赦
権
が
濫

用
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
民
意
を
反
映
で
き
る
仕
組
み
、
制
度
的
な
歯
止
め
が
必
要
で
あ
る

（
44
）

と
す
る
。
と
り
わ
け
政
令
恩
赦

に
は
、
中
央
更
生
保
護
審
査
会
に
よ
る
審
査
が
あ
る
個
別
的
恩
赦
と
異
な
り
、
審
議
機
関
が
な
く
、
こ
れ
で
は
政
権
政
党
の
意
向
に
よ
り
、

政
治
的
考
慮
の
下
で
政
令
恩
赦
が
行
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る

（
45
）

と
危
惧
し
て
い
る
。

（
一
一
九
一
）
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（
13
）
恩
赦
法
が
制
定
さ
れ
た
過
程
を
分
析
し
た
佐
々
木
髙
雄

（
46
）

は
、
恩
赦
を
政
令
恩
赦
と
個
別
恩
赦
と
に
分
け
る
二
分
法
は
恩
赦
の
実

施
方
法
を
分
け
た
に
す
ぎ
ず
、
内
容
に
注
目
し
て
い
な
い
と
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
大
赦
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
、
大
赦
を
法
令
に
よ
っ
て

一
括
処
理
す
る
恩
赦
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
捉
え
方
は
、「
政
令
に
拠
り
さ
え
す
れ
ば
、
な
ん
で
も
可
」
と
の
発
想
を
生
み
、

そ
の
濫
用
が
当
た
り
前
と
な
る
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
裁
判
所
が
下
し
た
判
断
を
行
政
権
が
覆
す
こ
と
の
重
み
が
軽
視
さ
れ
、
大
赦
が

罪
刑
法
定
主
義
と
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
制
度
で
あ
る
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
う

（
47
）

と
指
摘
す
る
。

第
三
節
　
小
括

政
令
一
般
恩
赦
に
関
す
る
諸
見
解
を
右
に
概
観
し
た
。
た
し
か
に
、
恩
赦
制
度
そ
の
も
の
に
対
す
る
態
度
は
論
者
に
よ
っ
て
大
き
く
異

な
る
。
恩
赦
制
度
否
定
論
は
、
恩
赦
制
度
は
天
皇
大
権
の
残
滓
で
あ
る
と
か
、
三
権
分
立
の
国
家
体
制
が
崩
壊
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と

な
ど
を
懸
念
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
恩
赦
制
度
肯
定
論
は
、
既
存
の
刑
事
司
法
の
枠
組
み
に
お
い
て
必
然
的
に
生
じ
る
矛
盾
を
解
決
す
る

最
終
手
段
と
し
て
、
あ
る
い
は
犯
罪
者
の
社
会
復
帰
の
た
め
に
積
極
的
に
活
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

と
こ
ろ
が
興
味
深
い
こ
と
に
、
恩
赦
制
度
へ
の
態
度
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
内
閣
の
決
定
に
よ
り
一
律
に
行
う
現
行
の
政
令
一
般
恩
赦
に

対
し
て
は
、
い
ず
れ
の
立
場
か
ら
も
否
定
的
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
社
会
的
安
定
期
に
お
け
る
国
家
的
慶
弔
時
に
行
う
政
令
一

般
恩
赦
に
対
し
て
は
、
か
な
り
説
得
的
な
批
判
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

次
章
に
お
い
て
は
、
政
令
一
般
恩
赦
と
罪
刑
法
定
主
義
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
ふ
ま
え
、
令
和
恩
赦
に
お

い
て
行
わ
れ
た
「
政
令
に
基
づ
く
復
権
」
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
。

（
一
一
九
二
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
七
六

（
13
）
恩
赦
法
が
制
定
さ
れ
た
過
程
を
分
析
し
た
佐
々
木
髙
雄

（
46
）

は
、
恩
赦
を
政
令
恩
赦
と
個
別
恩
赦
と
に
分
け
る
二
分
法
は
恩
赦
の
実

施
方
法
を
分
け
た
に
す
ぎ
ず
、
内
容
に
注
目
し
て
い
な
い
と
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
大
赦
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
、
大
赦
を
法
令
に
よ
っ
て

一
括
処
理
す
る
恩
赦
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
捉
え
方
は
、「
政
令
に
拠
り
さ
え
す
れ
ば
、
な
ん
で
も
可
」
と
の
発
想
を
生
み
、

そ
の
濫
用
が
当
た
り
前
と
な
る
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
裁
判
所
が
下
し
た
判
断
を
行
政
権
が
覆
す
こ
と
の
重
み
が
軽
視
さ
れ
、
大
赦
が

罪
刑
法
定
主
義
と
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
制
度
で
あ
る
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
う

（
47
）

と
指
摘
す
る
。

第
三
節
　
小
括

政
令
一
般
恩
赦
に
関
す
る
諸
見
解
を
右
に
概
観
し
た
。
た
し
か
に
、
恩
赦
制
度
そ
の
も
の
に
対
す
る
態
度
は
論
者
に
よ
っ
て
大
き
く
異

な
る
。
恩
赦
制
度
否
定
論
は
、
恩
赦
制
度
は
天
皇
大
権
の
残
滓
で
あ
る
と
か
、
三
権
分
立
の
国
家
体
制
が
崩
壊
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と

な
ど
を
懸
念
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
恩
赦
制
度
肯
定
論
は
、
既
存
の
刑
事
司
法
の
枠
組
み
に
お
い
て
必
然
的
に
生
じ
る
矛
盾
を
解
決
す
る

最
終
手
段
と
し
て
、
あ
る
い
は
犯
罪
者
の
社
会
復
帰
の
た
め
に
積
極
的
に
活
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

と
こ
ろ
が
興
味
深
い
こ
と
に
、
恩
赦
制
度
へ
の
態
度
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
内
閣
の
決
定
に
よ
り
一
律
に
行
う
現
行
の
政
令
一
般
恩
赦
に

対
し
て
は
、
い
ず
れ
の
立
場
か
ら
も
否
定
的
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
社
会
的
安
定
期
に
お
け
る
国
家
的
慶
弔
時
に
行
う
政
令
一

般
恩
赦
に
対
し
て
は
、
か
な
り
説
得
的
な
批
判
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

次
章
に
お
い
て
は
、
政
令
一
般
恩
赦
と
罪
刑
法
定
主
義
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
ふ
ま
え
、
令
和
恩
赦
に
お

い
て
行
わ
れ
た
「
政
令
に
基
づ
く
復
権
」
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
。

（
一
一
九
二
）

政
令
一
般
恩
赦
に
つ
い
て
（
野
村
）

二
七
七

第
三
章

　
罪
刑
法
定
主
義
と
政
令
一
般
恩
赦

第
一
節
　
基
本
的
視
座

罪
刑
法
定
主
義
と
は
、
構
成
要
件
と
法
定
刑
を
成
文
法
に
よ
っ
て
明
確
に
定
め
て
刑
罰
法
規
を
制
定
す
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
考
え
方

で
あ
り
、
立
法
者
と
裁
判
官
を
拘
束
す
る
。

立
法
者
に
は
、
憲
法
の
価
値
秩
序
に
従
い
、
法
益
を
保
護
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
行
為
を
禁
止
す
る
べ
き
な
の
か
、
そ
の
行
為
を
禁

止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
不
利
益
は
な
い
か
、
そ
う
し
た
行
為
の
違
法
性
に
相
応
す
る
法
定
刑
の
幅
は
ど
の
程
度
で
あ
る
か
、
を
衡

量
し
て
、
刑
罰
法
規
を
制
定
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

（
48
）

。
裁
判
官
に
対
し
て
は
、
立
法
者
が
制
定
し
た
刑
罰
法
規
に
依
拠
し
て
、
事
案
の

有
罪
無
罪
を
決
し
、
有
罪
の
場
合
は
、
当
該
行
為
の
違
法
性
や
行
為
者
の
責
任
を
考
慮
し
て
、
最
終
的
に
行
為
者
に
相
応
し
い
宣
告
刑
を

発
見
し
て
い
く
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
過
程
は
適
正
な
手
続
、
す
な
わ
ち
、
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
に
よ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

さ
ら
に
、
刑
法
は
行
為
規
範
で
あ
る
こ
と
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
刑
法
は
人
々
に
対
し
構
成
要
件
該
当
行
為
の
禁
止
を
要
求
す

る
。
人
々
も
、
刑
罰
法
規
か
ら
、
刑
法
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
る
行
為
と
そ
の
禁
止
か
ら
自
由
な
行
為
と
は
何
か
を
知
り
、
行
動
す
る
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
考
察
す
る
と
、
政
令
一
般
恩
赦
に
は
次
の
問
題
が
内
在
し
て
い
る
。
第
一
に
政
令
一
般
恩
赦
の
決
定
過
程
が
透
明

で
な
い
点
、
第
二
に
政
令
一
般
恩
赦
が
「
罪
」
と
「
刑
」
と
の
恩
赦
に
分
裂
し
て
い
る
点
、
第
三
に
行
為
規
範
の
提
示
に
よ
る
一
般
予
防

の
観
点
か
ら
説
明
が
つ
く
の
か
と
い
う
点
、
で
あ
る
。

（
一
一
九
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
七
八

第
二
節
　
手
続
面

政
令
一
般
恩
赦
の
決
定
過
程
が
不
透
明
で
あ
る
こ
と
は
久
し
く
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
恩
赦
制
度
審
議
会
が
、
恩
赦
の
可
視
性
を
担
保

す
る
た
め
に
、
恩
赦
審
議
会
等
の
設
置
を
求
め
、
と
り
わ
け
政
令
恩
赦
に
合
理
性
を
持
た
せ
る
た
め
恩
赦
審
議
会
に
よ
る
審
議
を
経
る
こ

と
を
提
言
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
と
く
に
大
赦
は
裁
判
所
の
判
断
や
検
察
の
公
訴
権
を
も
消
滅
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
国
会
の
立
法
に
よ
る

恩
赦
に
委
ね
る
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
も
存
在
し
て
い
る
。
政
治
目
的
の
恩
赦
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
も
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。

な
ぜ
こ
う
し
た
過
程
が
秘
密
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
に
つ
い
て
、
平
田
友
三
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
す
な
わ
ち
、「
政
令
恩
赦

は
一
律
に
国
家
刑
罰
権
を
消
滅
さ
せ
、
又
は
そ
の
効
力
を
減
軽
す
る
も
の
で
あ
り
、
恩
赦
令
公
布
前
の
段
階
に
お
い
て
は
、
そ
の
内
容
、

施
行
の
時
期
の
み
な
ら
ず
、
果
し
て
政
令
恩
赦
が
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
否
か
の
点
に
つ
い
て
も
、
す
べ
て
厳
格
に
秘
密
に
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
（
特
に
、
大
赦
令
は
公
布
の
と
き
か
ら
一
律
に
公
訴
権
を
も
消
滅
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
見
越
し
て
罪
を
犯
す
者
も
考
え
ら
れ
な

い
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
が
事
前
に
漏
れ
た
場
合
の
不
都
合
は
甚
だ
し
い

（
49
））」

と
い
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
右
に
指
摘
さ
れ
る
不
都
合
は
、
刑
事
立
法
、
と
り
わ
け
、
こ
れ
ま
で
は
処
罰
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
行
為
を
処
罰
す
る

方
向
で
刑
事
立
法
を
行
う
際
に
も
起
こ
り
う
る
。
否
、
刑
罰
法
規
は
議
会
制
民
主
主
義
と
い
う
政
治
過
程
を
経
て
制
定
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
立
法
過
程
を
透
明
化
し
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
そ
う
し
た
事
象
は
当
然
に
起
こ
り
う
る
と
い
う
こ
と
を
織
り
込
ん
で
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
。
か
よ
う
な
不
都
合
は
、
政
令
一
般
恩
赦
の
過
程
を
秘
密
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
理
由
と
し
て
は
、
不
十
分
で

あ
る
。
む
し
ろ
、
恩
赦
と
い
う
国
家
刑
罰
権
を
消
滅
さ
せ
る
威
力
の
あ
る
政
策
が
、
官
僚
の
立
案
と
内
閣
お
よ
び
与
党
内
の
政
治
的
決
断

に
よ
っ
て
の
み
決
め
ら
れ
る
点
こ
そ
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
一
一
九
四
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
七
八

第
二
節
　
手
続
面

政
令
一
般
恩
赦
の
決
定
過
程
が
不
透
明
で
あ
る
こ
と
は
久
し
く
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
恩
赦
制
度
審
議
会
が
、
恩
赦
の
可
視
性
を
担
保

す
る
た
め
に
、
恩
赦
審
議
会
等
の
設
置
を
求
め
、
と
り
わ
け
政
令
恩
赦
に
合
理
性
を
持
た
せ
る
た
め
恩
赦
審
議
会
に
よ
る
審
議
を
経
る
こ

と
を
提
言
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
と
く
に
大
赦
は
裁
判
所
の
判
断
や
検
察
の
公
訴
権
を
も
消
滅
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
国
会
の
立
法
に
よ
る

恩
赦
に
委
ね
る
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
も
存
在
し
て
い
る
。
政
治
目
的
の
恩
赦
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
も
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。

な
ぜ
こ
う
し
た
過
程
が
秘
密
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
に
つ
い
て
、
平
田
友
三
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
す
な
わ
ち
、「
政
令
恩
赦

は
一
律
に
国
家
刑
罰
権
を
消
滅
さ
せ
、
又
は
そ
の
効
力
を
減
軽
す
る
も
の
で
あ
り
、
恩
赦
令
公
布
前
の
段
階
に
お
い
て
は
、
そ
の
内
容
、

施
行
の
時
期
の
み
な
ら
ず
、
果
し
て
政
令
恩
赦
が
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
否
か
の
点
に
つ
い
て
も
、
す
べ
て
厳
格
に
秘
密
に
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
（
特
に
、
大
赦
令
は
公
布
の
と
き
か
ら
一
律
に
公
訴
権
を
も
消
滅
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
見
越
し
て
罪
を
犯
す
者
も
考
え
ら
れ
な

い
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
が
事
前
に
漏
れ
た
場
合
の
不
都
合
は
甚
だ
し
い

（
49
））」

と
い
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
右
に
指
摘
さ
れ
る
不
都
合
は
、
刑
事
立
法
、
と
り
わ
け
、
こ
れ
ま
で
は
処
罰
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
行
為
を
処
罰
す
る

方
向
で
刑
事
立
法
を
行
う
際
に
も
起
こ
り
う
る
。
否
、
刑
罰
法
規
は
議
会
制
民
主
主
義
と
い
う
政
治
過
程
を
経
て
制
定
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
立
法
過
程
を
透
明
化
し
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
そ
う
し
た
事
象
は
当
然
に
起
こ
り
う
る
と
い
う
こ
と
を
織
り
込
ん
で
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
。
か
よ
う
な
不
都
合
は
、
政
令
一
般
恩
赦
の
過
程
を
秘
密
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
理
由
と
し
て
は
、
不
十
分
で

あ
る
。
む
し
ろ
、
恩
赦
と
い
う
国
家
刑
罰
権
を
消
滅
さ
せ
る
威
力
の
あ
る
政
策
が
、
官
僚
の
立
案
と
内
閣
お
よ
び
与
党
内
の
政
治
的
決
断

に
よ
っ
て
の
み
決
め
ら
れ
る
点
こ
そ
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
一
一
九
四
）

政
令
一
般
恩
赦
に
つ
い
て
（
野
村
）

二
七
九

第
三
節
　「
罪
」
の
恩
赦
と
「
刑
」
の
恩
赦

次
に
、
政
令
一
般
恩
赦
が
「
罪
」
の
恩
赦
と
「
刑
」
の
恩
赦

（
50
）

に
分
裂
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
大
赦
は
「
罪
」
に
対
す
る
恩
赦
で
あ
る
。

減
刑
は
「
罪
」
あ
る
い
は
「
刑
」
に
関
す
る
恩
赦
で
あ
る
。
制
限
や
停
止
さ
れ
た
資
格
を
回
復
す
る
復
権
は
、
令
和
恩
赦
の
よ
う
に

「
刑
」
を
根
拠
に
す
る
場
合
や
、
特
定
の
資
格
の
復
権
も
認
め
て
い
る
こ
と
か
ら
事
実
上
「
罪
」
が
根
拠
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。

こ
う
し
た
政
令
一
般
恩
赦
の
方
法
は
罪
刑
法
定
主
義
の
観
点
か
ら
疑
義
は
生
じ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

政
令
一
般
恩
赦
を
「
罪
」
を
理
由
に
行
う
場
合
は
、
第
一
に
、
な
ぜ
そ
の
罪
に
つ
い
て
一
律
的
に
恩
赦
を
行
う
必
要
が
あ
る
の
か
を
内

閣
は
説
明
す
る
責
任
を
負
う
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
数
あ
る
刑
罰
法
規
の
中
か
ら
、
な
ぜ
そ
れ
が
大
赦
の
対
象
と
な
る
の
か
が
説
明
で
き

な
い
と
、
恣
意
的
な
恩
赦
で
あ
る
と
受
け
取
ら
れ
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、
対
象
者
が
ど
の
よ
う
な
「
刑
」
を
受
け
た
の
か
が
、

わ
か
ら
な
い
点
で
あ
る
。
宣
告
刑
は
、
幅
の
広
い
法
定
刑
か
ら
処
断
刑
の
形
成
を
経
て
、
処
断
刑
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
裁
量
範
囲
の
中

か
ら
、
裁
判
官
に
よ
っ
て
見
い
だ
さ
れ
る
。
宣
告
刑
の
重
さ
は
、
被
告
人
が
な
し
た
犯
罪
へ
の
意
思
決
定
へ
の
非
難
と
比
例
し
て
い
る
。

も
し
宣
告
刑
が
重
い
者
に
対
し
大
赦
な
い
し
減
刑
を
行
う
な
ら
ば
、
な
ぜ
寛
大
に
行
為
者
を
許
す
必
要
が
あ
る
の
か
、
合
理
的
な
説
明
が

必
要
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、「
刑
」
に
依
拠
す
る
恩
赦
を
行
う
と
き
は
、「
罪
」
を
定
め
る
恩
赦
よ
り
も
、
罪
刑
法
定
主
義
上
、
問
題
が
よ
り
生
じ

う
る
。
第
一
に
、
な
ぜ
そ
の
刑
種
が
恩
赦
の
対
象
と
な
る
か
で
あ
る
。
第
二
に
、
政
令
一
般
恩
赦
の
対
象
と
な
る
者
に
下
さ
れ
た
宣
告
刑

が
不
明
な
点
で
あ
る
。
わ
が
国
の
刑
罰
法
規
に
お
け
る
法
定
刑
の
幅
は
広
い
。
懲
役
刑
に
し
て
も
罰
金
刑
に
し
て
も
、
宣
告
刑
に
開
き
が

あ
る
こ
と
は
当
然
に
予
想
で
き
る
。
第
三
に
、「
刑
」
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
者
が
ど
の
よ
う
な
「
罪
」
を
犯
し
た
の
か

が
不
明
な
点
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
罰
金
刑
は
、
刑
法
典
だ
け
で
な
く
特
別
刑
法
典
に
お
い
て
も
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
罪

（
一
一
九
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
八
〇

の
保
護
法
益
は
、
個
人
的
法
益
、
社
会
的
法
益
、
国
家
的
法
益
の
す
べ
て
に
わ
た
る
。
罪
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
政
令
一
般
恩
赦
が

国
民
か
ら
批
判
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
え
よ
う
。
こ
れ
ま
で
公
職
選
挙
法
違
反
者
の
復
権
が
強
く
批
判
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
そ
の
証
左

で
あ
る
。

罪
刑
法
定
主
義
を
め
ぐ
っ
て
は
、
管
見
に
よ
れ
ば

（
51
）

、「
罪
」
を
重
視
す
る
見
解
と
「
罪
刑
」
を
重
視
す
る
見
解
と
が
あ
り
う
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
い
ず
れ
の
立
場
を
と
っ
た
と
し
て
も
、
右
に
指
摘
し
た
問
題
点
は
共
有
し
う
る
。
す
な
わ
ち
、
内
閣
は
ど
の
よ
う
な
過
程
で

恩
赦
を
決
定
し
た
の
か
を
、
裁
判
所
や
国
会
に
対
し
て
説
明
す
る
努
め
が
生
じ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
罪
刑
法
定

主
義
に
反
す
る
疑
い
の
あ
る
判
断
を
政
府
が
行
っ
て
い
る
の
か
否
か
を
、
は
じ
め
て
検
証
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
政
令
一
般
恩
赦
に

対
し
て
は
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
働
か
な
い
点
が
以
前
か
ら
問
題
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
恩
赦
の
決
定
過
程
を
公
開
す
る
こ
と
そ

れ
自
体
が
憲
法
的
義
務
と
さ
え
い
い
う
る
で
あ
ろ
う

（
52
）

。

第
四
節
　
行
為
規
範
の
提
示
に
よ
る
一
般
予
防

罪
刑
法
定
主
義
に
行
為
規
範
性
、
す
な
わ
ち
法
益
保
護
の
た
め
刑
法
は
国
民
に
対
し
て
法
益
侵
害
行
為
の
禁
止
を
求
め
る
性
質
を
認
め

る
見
解
に
立
つ
と
き
、
政
令
一
般
恩
赦
の
問
題
性
は
さ
ら
に
際
立
つ
。

国
会
は
「
罪
」
を
制
定
す
る
際
、
行
動
の
自
由
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
つ
つ
、
ど
の
よ
う
な
法
益
を
い
か
に
し
て
刑
法
的
に
保
護
す
る

べ
き
か
を
討
議
し
た
上
で
構
成
要
件
を
定
め
、
構
成
要
件
該
当
行
為
の
違
法
性
を
考
慮
し
て
法
定
刑
を
定
め
る
。
こ
う
し
て
制
定
さ
れ
た

刑
罰
法
規
は
、
私
た
ち
の
行
動
準
則
の
一
つ
と
な
り
、
広
く
市
民
に
対
し
、
当
該
行
為
を
禁
止
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
こ
う
し
た
観
点

に
立
脚
し
た
と
き
に
、「
罪
」
に
対
す
る
政
令
一
般
恩
赦
は
、
刑
法
の
も
つ
規
範
的
一
般
予
防
効
果
を
一
律
に
消
滅
さ
せ
、
あ
る
い
は
減

（
一
一
九
六
）
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　第
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（
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二
八
〇

の
保
護
法
益
は
、
個
人
的
法
益
、
社
会
的
法
益
、
国
家
的
法
益
の
す
べ
て
に
わ
た
る
。
罪
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
政
令
一
般
恩
赦
が

国
民
か
ら
批
判
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
え
よ
う
。
こ
れ
ま
で
公
職
選
挙
法
違
反
者
の
復
権
が
強
く
批
判
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
そ
の
証
左

で
あ
る
。

罪
刑
法
定
主
義
を
め
ぐ
っ
て
は
、
管
見
に
よ
れ
ば

（
51
）

、「
罪
」
を
重
視
す
る
見
解
と
「
罪
刑
」
を
重
視
す
る
見
解
と
が
あ
り
う
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
い
ず
れ
の
立
場
を
と
っ
た
と
し
て
も
、
右
に
指
摘
し
た
問
題
点
は
共
有
し
う
る
。
す
な
わ
ち
、
内
閣
は
ど
の
よ
う
な
過
程
で

恩
赦
を
決
定
し
た
の
か
を
、
裁
判
所
や
国
会
に
対
し
て
説
明
す
る
努
め
が
生
じ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
罪
刑
法
定

主
義
に
反
す
る
疑
い
の
あ
る
判
断
を
政
府
が
行
っ
て
い
る
の
か
否
か
を
、
は
じ
め
て
検
証
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
政
令
一
般
恩
赦
に

対
し
て
は
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
働
か
な
い
点
が
以
前
か
ら
問
題
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
恩
赦
の
決
定
過
程
を
公
開
す
る
こ
と
そ

れ
自
体
が
憲
法
的
義
務
と
さ
え
い
い
う
る
で
あ
ろ
う

（
52
）

。

第
四
節
　
行
為
規
範
の
提
示
に
よ
る
一
般
予
防

罪
刑
法
定
主
義
に
行
為
規
範
性
、
す
な
わ
ち
法
益
保
護
の
た
め
刑
法
は
国
民
に
対
し
て
法
益
侵
害
行
為
の
禁
止
を
求
め
る
性
質
を
認
め

る
見
解
に
立
つ
と
き
、
政
令
一
般
恩
赦
の
問
題
性
は
さ
ら
に
際
立
つ
。

国
会
は
「
罪
」
を
制
定
す
る
際
、
行
動
の
自
由
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
つ
つ
、
ど
の
よ
う
な
法
益
を
い
か
に
し
て
刑
法
的
に
保
護
す
る

べ
き
か
を
討
議
し
た
上
で
構
成
要
件
を
定
め
、
構
成
要
件
該
当
行
為
の
違
法
性
を
考
慮
し
て
法
定
刑
を
定
め
る
。
こ
う
し
て
制
定
さ
れ
た

刑
罰
法
規
は
、
私
た
ち
の
行
動
準
則
の
一
つ
と
な
り
、
広
く
市
民
に
対
し
、
当
該
行
為
を
禁
止
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
こ
う
し
た
観
点

に
立
脚
し
た
と
き
に
、「
罪
」
に
対
す
る
政
令
一
般
恩
赦
は
、
刑
法
の
も
つ
規
範
的
一
般
予
防
効
果
を
一
律
に
消
滅
さ
せ
、
あ
る
い
は
減

（
一
一
九
六
）

政
令
一
般
恩
赦
に
つ
い
て
（
野
村
）

二
八
一

弱
さ
せ
る
。

裁
判
所
は
、
刑
罰
法
規
に
違
反
す
る
行
為
を
し
た
者
に
対
し
て
、
行
為
者
の
責
任
に
見
合
っ
た
刑
を
宣
告
す
る
。
こ
う
し
た
刑
事
裁
判

の
営
み
は
、
刑
法
の
も
つ
行
為
規
範
性
と
も
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
刑
が
言
い
渡
さ
れ
る
ま
で
の
裁
判
過
程
を
通
じ
て
、
当

該
行
為
が
い
か
な
る
理
由
に
よ
り
刑
法
上
許
容
で
き
な
い
の
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
こ
れ
が
同
種
の
行
為
を
今
後
行
お
う
と
し
て
い
る
者

へ
の
牽
制
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、「
刑
」
に
対
す
る
恩
赦
は
潜
在
的
行
為
者
へ
の
牽
制
を
消
滅
あ
る
い
は
減
弱
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
効
果
は
ひ
い
て
は
国
会
が
制
定
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
「
罪
」
へ
と
波
及
し
、
そ
の
効
力
を
も
弱
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。

政
令
一
般
恩
赦
へ
の
批
判
と
し
て
、
国
民
の
遵
法
精
神
に
問
題
が
生
じ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
で

あ
る
。

第
五
節
　
復
権
と
罪
刑
法
定
主
義

（
１
）
政
令
に
よ
る
復
権
に
対
す
る
批
判
は
、
こ
れ
ま
で
選
挙
違
反
者
の
復
権
な
ど
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
一
方
で
、

政
令
に
よ
る
復
権
そ
れ
自
体
に
対
す
る
批
判
は
、
二
つ
の
理
由
か
ら
低
調
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
一
に
、
復
権
が
対
象
者
の
社
会
復
帰
に
資
す
る
点
で
あ
る
。
復
権
に
は
、
犯
歴
（
い
わ
ゆ
る
前
科
）
を
犯
罪
人
名
簿
か
ら
抹
消
す
る

付
随
的
効
果
が
あ
り
、
こ
れ
が
受
刑
者
の
社
会
復
帰
に
資
す
る
と
の
認
識
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る

（
53
）

。
も
ち
ろ
ん
、
個
別
的

な
復
権
に
つ
い
て
は
、
常
時
恩
赦
も
特
別
基
準
恩
赦
も
含
め
、
中
央
更
生
保
護
審
査
会
に
お
い
て
、
個
別
具
体
的
に
特
別
予
防
面
を
考
慮

し
な
が
ら
審
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、
か
よ
う
な
対
応
は
行
為
者
の
社
会
復
帰
の
た
め
に
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
近
年
、
再
犯
予

防
へ
の
政
策
が
重
視
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
出
所
者
が
、
再
び
犯
罪
を
犯
し
、
再
収
容
さ
れ
る
連
鎖
を
断
ち
切
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
矯
正

（
一
一
九
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
八
二

施
設
や
国
、
地
方
公
共
団
体
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
が
連
携
し
て
再
犯
の
予
防
を
図
る
法
律
（
再
犯
等
の
防
止
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
。
平

成
二
八
年
法
律
一
〇
四
号
）
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
動
き
の
中
で
、
犯
歴
を
事
実
上
消
滅
さ
せ
る
復
権
が
、
犯
罪
者
の
社
会
復
帰

に
資
す
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
大
赦
や
減
刑
と
比
し
て
、
復
権
は
、
立
法
者
や
裁
判
所
、
捜
査
機
関
へ
の
影
響
が
少
な
い
点
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
有
罪
の

言
渡
し
に
よ
る
既
成
の
効
果
は
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
（
恩
赦
法
一
一
条
）。
し
か
し
、
例
え
ば
、
大
赦
に
お
い
て
は
、
裁
判
所
が
下
し

た
有
罪
の
言
渡
し
の
効
力
は
失
わ
れ
、
検
察
官
の
公
訴
権
は
消
滅
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
復
権
に
お
い
て
は
、
刑
の
執
行
が
終
わ
っ
て

い
な
い
者
や
刑
の
免
除
を
得
て
い
な
い
者
は
、
政
令
に
よ
る
復
権
や
個
別
的
復
権
で
あ
っ
て
も
、
恩
赦
の
対
象
外
で
あ
る
（
同
法
九
条
但

書
）。
刑
の
執
行
を
終
え
た
者
の
み
が
対
象
と
な
る
。
加
え
て
、
復
権
は
有
罪
の
言
渡
し
に
と
も
な
う
資
格
制
限
を
解
く
こ
と
が
狙
い
で

あ
り
、
そ
の
こ
と
が
裁
判
所
や
捜
査
機
関
に
与
え
る
影
響
は
間
接
的
な
も
の
に
と
ど
ま
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
復
権
を
政
令
で
一
律
に
行
う
こ
と
に
対
し
て
は
、
罪
刑
法
定
主
義
上
、
左
の
三
点
の
疑
問
が
生
じ
る
。

（
２
）
第
一
に
、
復
権
の
対
象
者
が
ど
の
よ
う
な
罪
を
犯
し
た
者
な
の
か
が
、
や
は
り
は
っ
き
り
し
な
い
点
で
あ
る
。
令
和
恩
赦
を
例

に
挙
げ
る
と
、
罰
金
刑
の
対
象
者
が
復
権
の
対
象
と
な
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
罪
を
犯
し
た
者
が
そ
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
か
は
不
明
で

あ
る
。
た
し
か
に
罰
金
刑
の
対
象
者
は
、
お
そ
ら
く
実
際
の
事
件
と
の
関
係
で
は
行
為
責
任
が
軽
微
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
そ
の
行
為
が
該
当
す
る
犯
罪
自
体
の
違
法
性
は
そ
れ
ほ
ど
軽
微
で
は
な
い
こ
と
は
あ
り
う
る
。
な
ぜ
な
ら
、
わ
が
国
の
刑

法
典
は
犯
罪
構
成
要
件
に
対
す
る
法
定
刑
が
幅
広
く
と
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
罰
金
刑
は
、
刑
法
典
や
特
別
刑
法
典
に
お

い
て
、
個
人
的
法
益
や
社
会
的
法
益
、
国
家
的
法
益
に
対
す
る
罪
と
い
っ
た
、
そ
も
そ
も
罪
質
が
異
な
る
罪
に
お
い
て
広
く
活
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
理
由
に
加
え
う
る
。

（
一
一
九
八
）



日
本
法
学
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八
十
五
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第
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号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
八
二

施
設
や
国
、
地
方
公
共
団
体
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
が
連
携
し
て
再
犯
の
予
防
を
図
る
法
律
（
再
犯
等
の
防
止
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
。
平

成
二
八
年
法
律
一
〇
四
号
）
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
動
き
の
中
で
、
犯
歴
を
事
実
上
消
滅
さ
せ
る
復
権
が
、
犯
罪
者
の
社
会
復
帰

に
資
す
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
大
赦
や
減
刑
と
比
し
て
、
復
権
は
、
立
法
者
や
裁
判
所
、
捜
査
機
関
へ
の
影
響
が
少
な
い
点
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
有
罪
の

言
渡
し
に
よ
る
既
成
の
効
果
は
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
（
恩
赦
法
一
一
条
）。
し
か
し
、
例
え
ば
、
大
赦
に
お
い
て
は
、
裁
判
所
が
下
し

た
有
罪
の
言
渡
し
の
効
力
は
失
わ
れ
、
検
察
官
の
公
訴
権
は
消
滅
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
復
権
に
お
い
て
は
、
刑
の
執
行
が
終
わ
っ
て

い
な
い
者
や
刑
の
免
除
を
得
て
い
な
い
者
は
、
政
令
に
よ
る
復
権
や
個
別
的
復
権
で
あ
っ
て
も
、
恩
赦
の
対
象
外
で
あ
る
（
同
法
九
条
但

書
）。
刑
の
執
行
を
終
え
た
者
の
み
が
対
象
と
な
る
。
加
え
て
、
復
権
は
有
罪
の
言
渡
し
に
と
も
な
う
資
格
制
限
を
解
く
こ
と
が
狙
い
で

あ
り
、
そ
の
こ
と
が
裁
判
所
や
捜
査
機
関
に
与
え
る
影
響
は
間
接
的
な
も
の
に
と
ど
ま
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
復
権
を
政
令
で
一
律
に
行
う
こ
と
に
対
し
て
は
、
罪
刑
法
定
主
義
上
、
左
の
三
点
の
疑
問
が
生
じ
る
。

（
２
）
第
一
に
、
復
権
の
対
象
者
が
ど
の
よ
う
な
罪
を
犯
し
た
者
な
の
か
が
、
や
は
り
は
っ
き
り
し
な
い
点
で
あ
る
。
令
和
恩
赦
を
例

に
挙
げ
る
と
、
罰
金
刑
の
対
象
者
が
復
権
の
対
象
と
な
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
罪
を
犯
し
た
者
が
そ
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
か
は
不
明
で

あ
る
。
た
し
か
に
罰
金
刑
の
対
象
者
は
、
お
そ
ら
く
実
際
の
事
件
と
の
関
係
で
は
行
為
責
任
が
軽
微
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
そ
の
行
為
が
該
当
す
る
犯
罪
自
体
の
違
法
性
は
そ
れ
ほ
ど
軽
微
で
は
な
い
こ
と
は
あ
り
う
る
。
な
ぜ
な
ら
、
わ
が
国
の
刑

法
典
は
犯
罪
構
成
要
件
に
対
す
る
法
定
刑
が
幅
広
く
と
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
罰
金
刑
は
、
刑
法
典
や
特
別
刑
法
典
に
お

い
て
、
個
人
的
法
益
や
社
会
的
法
益
、
国
家
的
法
益
に
対
す
る
罪
と
い
っ
た
、
そ
も
そ
も
罪
質
が
異
な
る
罪
に
お
い
て
広
く
活
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
理
由
に
加
え
う
る
。

（
一
一
九
八
）

政
令
一
般
恩
赦
に
つ
い
て
（
野
村
）

二
八
三

（
３
）
第
二
に
、
刑
の
消
滅
を
規
定
す
る
刑
法
三
四
条
の
二
（
昭
和
二
二
年
法
律
一
二
四
号
）
と
の
関
係
で
あ
る
。
こ
の
規
定
は
、
刑
の
言

渡
し
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
資
格
が
無
期
限
に
、
あ
る
い
は
一
定
期
間
、
制
限
さ
れ
た
者
が
、
一
定
の
善
行
期
間
と
引
き
換
え
に
こ
れ

ら
の
資
格
制
限
を
一
掃
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た

（
54
）

。
そ
の
目
的
は
、
前
科
者
で
あ
っ
て
も
更
生
す
れ
ば
、
前
科
の
な
い
者
と
同
様
の
待
遇

を
受
け
る
原
則
を
立
て
る
こ
と
に
よ
り
、
受
刑
者
に
希
望
を
与
え
、
そ
の
更
生
意
欲
を
喚
起
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る

（
55
）

。
こ
う
し
た
規
定
は
大

日
本
帝
国
憲
法
体
制
下
に
お
い
て
は
存
在
せ
ず
、
勅
令
に
よ
る
恩
赦
が
唯
一
の
救
済
手
段
で
あ
っ
た
が
、
恩
赦
が
天
皇
の
大
権
事
項
で

あ
っ
た

（
56
）

た
め
、
国
家
慶
弔
時
な
ど
に
お
い
て
行
わ
れ
る
だ
け
で
あ
っ
た

（
57
）

。

す
で
に
法
律
上
の
復
権
に
関
す
る
規
定
が
刑
法
三
四
条
の
二
に
存
在
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
で
も
な
お
、
政
令
に
よ
る
復
権

を
行
う
た
め
に
は
、
そ
れ
な
り
の
刑
事
政
策
的
必
要
性
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
問
い
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、

そ
も
そ
も
刑
法
三
四
条
の
二
の
法
的
性
格
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
が
、
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

刑
の
言
渡
し
に
伴
い
、
犯
歴
が
犯
罪
人
名
簿
に
記
載
さ
れ
、
資
格
の
制
限
を
受
け
る
こ
と
に
関
し
て
、
そ
も
そ
も
刑
を
受
け
る
こ
と
で

十
分
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
の
苦
痛
を
受
刑
者
に
与
え
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
見
解
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
刑
罰
に
加

え
、
資
格
制
限
お
よ
び
停
止
と
い
う
、
あ
た
か
も
二
重
の
苦
痛
を
受
刑
者
に
与
え
る
よ
う
な
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
の
は
、
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
資
格
制
限
や
停
止
の
存
在
理
由
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
そ
の
職
務
の
性
質
に
基
き
不
適
格
性
を

類
型
化
し
て
規
定
し
た
も
の

（
58
）

」
と
い
え
よ
う
。
資
格
制
限
や
停
止
は
い
わ
ば
保
安
処
分
的
色
彩
を
帯
び
た
も
の
と
も
い
え
よ
う
。

そ
れ
で
は
、
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
う
え
で
、
一
定
の
期
間
が
過
ぎ
た
な
ら
ば
、
刑
の
言
渡
し
の
効
力
が
な
く
な
る
の
は
、
な
ぜ
な

の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
資
格
制
限
や
停
止
を
受
け
て
い
る
者
が
、
そ
れ
を
解
か
れ
て
社
会
へ
復
帰
す
る
調
整
過
程
を
示
し
た
も
の
と
い

え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
過
去
の
犯
罪
行
為
に
対
し
て
有
罪
と
し
て
刑
が
言
い
渡
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
か
よ
う
な
行
為
が
刑
法
的
に

（
一
一
九
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
八
四

許
容
さ
れ
な
い
こ
と
が
国
民
へ
示
さ
れ
る
。
国
民
の
目
か
ら
す
れ
ば
、
過
去
に
犯
罪
を
犯
し
た
者
は
、
再
び
同
種
の
行
為
を
す
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
懸
念
を
抱
く
。
こ
の
懐
疑
の
念
を
徹
底
す
れ
ば
、
受
刑
者
の
資
格
を
完
全
に
制
限
す
る
こ
と
が
最
も
得
策
の
よ
う
に
み
え

る
。
し
か
し
、
過
去
の
過
ち
へ
の
非
難
を
社
会
が
受
刑
者
に
対
し
終
生
下
し
て
い
く
こ
と
は
、
受
刑
者
の
社
会
復
帰
の
機
会
を
絶
無
に
し

て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
資
格
制
限
の
期
間
や
条
件
を
形
式
的
に
定
め
、
そ
の
期
間
が
過
ぎ
れ
ば
受
刑
者
は
、
一
律
に
、
資
格
を
回
復
し
う

る
ほ
ど
に
更
生
し
た
と
み
な
し
、
社
会
復
帰
を
よ
り
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
、
制
限
な
い
し
停
止
し
て
い
た
資
格
を
回
復
す
る
。
こ
う

し
て
、
受
刑
者
を
め
ぐ
る
一
般
予
防
と
特
別
予
防
と
の
調
整
を
図
る
構
図
を
示
し
た
の
が
刑
法
三
四
条
の
二
で
は
な
か
ろ
う
か
。
か
よ
う

に
解
す
る
と
き
、
常
時
恩
赦
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
個
別
的
復
権
は
、
刑
法
三
四
条
の
二
の
形
式
性
・
画
一
性
を
克
服
す
る
手
段
と
し

て
積
極
的
に
承
認
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
政
令
に
よ
る
復
権
の
場
合
は
、
刑
法
三
四
条
の
二
の
原
則
を
正
面
か
ら
修
正
す
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
そ

の
理
由
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。
令
和
恩
赦
に
お
け
る
政
令
一
般
恩
赦
は
、
罰
金
受
刑
者
の
復
権
へ
の
期
間
を
短

縮
し
て
い
る
。
こ
れ
を
正
当
化
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
刑
事
政
策
的
理
由
が
必
要
で
あ
ろ
う
か
。
ひ
と
つ
は
、
罰
金
受
刑
者
が
お

し
な
べ
て
改
善
傾
向
を
示
し
、
早
め
に
資
格
を
回
復
し
て
も
再
犯
の
お
そ
れ
は
な
い
、
と
判
断
し
う
る
場
合
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
う

し
た
こ
と
は
、
個
別
恩
赦
と
は
異
な
り
、
一
律
的
に
行
う
政
令
恩
赦
の
性
質
上
、
立
証
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
犯
罪
へ

の
社
会
的
評
価
が
変
わ
る
こ
と
に
よ
り
一
般
予
防
の
要
請
が
弱
ま
っ
た
と
い
う
理
由
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
を
説
明
す
る
こ
と
も
容
易
な

こ
と
で
は
な
い
。
被
害
感
情
を
考
慮
す
る
と
し
た
な
ら
ば
、
資
格
制
限
期
間
を
短
縮
す
る
と
い
う
答
え
は
お
よ
そ
出
づ
ら
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、
政
令
に
よ
る
復
権
を
刑
事
政
策
的
に
説
明
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
さ
し
く
、

従
前
と
同
様
に
、
国
家
慶
弔
時
と
い
う
曖
昧
模
糊
と
し
た
、
場
の
雰
囲
気
に
流
さ
れ
る
か
の
よ
う
な
理
由
し
か
あ
り
え
な
い
と
い
う
こ
と

（
一
二
〇
〇
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
八
四

許
容
さ
れ
な
い
こ
と
が
国
民
へ
示
さ
れ
る
。
国
民
の
目
か
ら
す
れ
ば
、
過
去
に
犯
罪
を
犯
し
た
者
は
、
再
び
同
種
の
行
為
を
す
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
懸
念
を
抱
く
。
こ
の
懐
疑
の
念
を
徹
底
す
れ
ば
、
受
刑
者
の
資
格
を
完
全
に
制
限
す
る
こ
と
が
最
も
得
策
の
よ
う
に
み
え

る
。
し
か
し
、
過
去
の
過
ち
へ
の
非
難
を
社
会
が
受
刑
者
に
対
し
終
生
下
し
て
い
く
こ
と
は
、
受
刑
者
の
社
会
復
帰
の
機
会
を
絶
無
に
し

て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
資
格
制
限
の
期
間
や
条
件
を
形
式
的
に
定
め
、
そ
の
期
間
が
過
ぎ
れ
ば
受
刑
者
は
、
一
律
に
、
資
格
を
回
復
し
う

る
ほ
ど
に
更
生
し
た
と
み
な
し
、
社
会
復
帰
を
よ
り
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
、
制
限
な
い
し
停
止
し
て
い
た
資
格
を
回
復
す
る
。
こ
う

し
て
、
受
刑
者
を
め
ぐ
る
一
般
予
防
と
特
別
予
防
と
の
調
整
を
図
る
構
図
を
示
し
た
の
が
刑
法
三
四
条
の
二
で
は
な
か
ろ
う
か
。
か
よ
う

に
解
す
る
と
き
、
常
時
恩
赦
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
個
別
的
復
権
は
、
刑
法
三
四
条
の
二
の
形
式
性
・
画
一
性
を
克
服
す
る
手
段
と
し

て
積
極
的
に
承
認
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
政
令
に
よ
る
復
権
の
場
合
は
、
刑
法
三
四
条
の
二
の
原
則
を
正
面
か
ら
修
正
す
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
そ

の
理
由
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。
令
和
恩
赦
に
お
け
る
政
令
一
般
恩
赦
は
、
罰
金
受
刑
者
の
復
権
へ
の
期
間
を
短

縮
し
て
い
る
。
こ
れ
を
正
当
化
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
刑
事
政
策
的
理
由
が
必
要
で
あ
ろ
う
か
。
ひ
と
つ
は
、
罰
金
受
刑
者
が
お

し
な
べ
て
改
善
傾
向
を
示
し
、
早
め
に
資
格
を
回
復
し
て
も
再
犯
の
お
そ
れ
は
な
い
、
と
判
断
し
う
る
場
合
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
う

し
た
こ
と
は
、
個
別
恩
赦
と
は
異
な
り
、
一
律
的
に
行
う
政
令
恩
赦
の
性
質
上
、
立
証
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
犯
罪
へ

の
社
会
的
評
価
が
変
わ
る
こ
と
に
よ
り
一
般
予
防
の
要
請
が
弱
ま
っ
た
と
い
う
理
由
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
を
説
明
す
る
こ
と
も
容
易
な

こ
と
で
は
な
い
。
被
害
感
情
を
考
慮
す
る
と
し
た
な
ら
ば
、
資
格
制
限
期
間
を
短
縮
す
る
と
い
う
答
え
は
お
よ
そ
出
づ
ら
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、
政
令
に
よ
る
復
権
を
刑
事
政
策
的
に
説
明
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
さ
し
く
、

従
前
と
同
様
に
、
国
家
慶
弔
時
と
い
う
曖
昧
模
糊
と
し
た
、
場
の
雰
囲
気
に
流
さ
れ
る
か
の
よ
う
な
理
由
し
か
あ
り
え
な
い
と
い
う
こ
と

（
一
二
〇
〇
）

政
令
一
般
恩
赦
に
つ
い
て
（
野
村
）

二
八
五

に
な
ろ
う
。

第
四
章

　
政
令
一
般
恩
赦
の
限
界
─
ま
と
め
に
代
え
て
─

以
上
、
政
令
一
般
恩
赦
に
つ
い
て
、
罪
刑
法
定
主
義
の
観
点
か
ら
若
干
の
考
察
を
加
え
て
み
た
。
政
令
に
よ
る
一
般
恩
赦
に
対
し
て
は

戦
後
か
ら
い
ま
に
至
る
ま
で
批
判
論
が
圧
倒
的
に
優
勢
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
か
な
り
決
定
的
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
家
慶
弔

時
に
恩
赦
は
行
う
も
の
で
あ
る
と
い
う
伝
統
が
、
お
そ
ら
く
令
和
恩
赦
に
お
い
て
も
踏
襲
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う

し
た
恩
赦
は
、
雰
囲
気
や
場
の
空
気
で
行
う
も
の
で
あ
り
、
や
は
り
刑
事
政
策
的
合
理
性
に
乏
し
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

拙
い
検
討
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
は
、
政
令
一
般
恩
赦
に
は
、
受
刑
者
の
個
性
を
問
わ
ず
に
一
律
に
恩
赦
を
実
施
す
る
と
い
う
性
格
か

ら
導
か
れ
る
内
在
的
制
約
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
、
美
濃
部
達
吉
は
、
大
赦
に
つ
い
て
で
は
あ
る
が
、
次
の
よ
う
に
指
摘

し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
大
赦
は
一
人
ひ
と
り
の
犯
罪
者
の
性
情
に
関
係
な
く
一
定
の
罪
を
犯
し
た
す
べ
て
の
犯
人
に
行
わ
れ
る
の
だ
か

ら
、
そ
の
犯
罪
の
性
質
上
、
処
罰
し
な
く
て
も
国
家
や
社
会
の
安
寧
秩
序
に
危
害
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
少
な
い
も
の
に
つ
い
て
の
み
行
わ

れ
る
べ
き
は
当
然
で
あ
り
、
そ
の
範
囲
を
む
や
み
に
広
げ
る
べ
き
で
な
い

（
59
）

、
と
。

政
令
一
般
恩
赦
が
正
当
化
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
論
者
が
指
摘
し
た
と
お
り
、
刑
罰
法
規
を
裏
付
け
る
価
値
観
の
大
転

換
が
お
き
た
と
き
の
対
応
や
法
律
の
画
一
性
か
ら
生
じ
る
弊
害
の
除
去
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
罪
刑
法
定
主

義
を
支
え
る
法
的
価
値
基
準
が
大
き
く
転
換
し
た
場
合
や
、
罪
刑
法
定
主
義
に
よ
っ
て
生
じ
た
弊
害
を
速
や
か
に
除
去
す
る
必
要
性
が
切

迫
し
て
い
る
場
合
に
の
み
、
政
令
一
般
恩
赦
は
用
い
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
一
二
〇
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
八
六

政
令
に
よ
る
復
権
に
つ
い
て
も
、
問
題
の
本
質
は
変
わ
ら
な
い
。
す
で
に
刑
の
消
滅
の
規
定
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
を
修
正
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
情
が
存
在
し
な
い
限
り
、
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
常
時
恩
赦
を
積
極
的
に
活
用
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
受

刑
者
が
社
会
復
帰
へ
復
帰
す
る
た
め
に
何
が
必
要
な
の
か
を
見
極
め
な
が
ら
、
復
権
を
行
う
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。

【
付
記
】
南
部
篤
教
授
に
は
、
移
籍
後
短
い
期
間
で
あ
り
ま
し
た
が
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
刑
法
学
に
い
う
「
一
般
人
」
の

感
覚
に
、
日
大
刑
事
法
ス
タ
ッ
フ
の
中
で
最
も
近
い
方
が
退
職
さ
れ
る
の
は
、
残
さ
れ
る
身
に
と
っ
て
は
寂
し
い
こ
と
で
す
。
ど
う
か
今

後
も
後
進
の
こ
と
を
見
守
っ
て
い
た
だ
け
る
と
幸
甚
で
す
。

（
1
）	

以
下
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
官
報
令
和
元
年
一
〇
月
二
二
日
号
外
特
第
一
五
号
。

（
2
）	

法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。http://w

w
w
.m

oj.go.jp/hogo1/soum
u/hogo08_00006.htm

l

（
3
）	

脚
注（
２
）のU

R
L

を
参
照
。

（
4
）	https://w

w
w
3.nhk.or.jp/new

s/htm
l/20191022/k10012143361000.htm

l

（
5
）	

平
田
友
三
「
恩
赦
事
務
（
二
）」
研
修
三
九
三
号
（
一
九
八
一
年
）
所
収
一
一
頁
。

（
6
）	

岡
田
亥
之
三
郎
『
逐
条
恩
赦
法
釈
義
（
改
訂
再
増
補
版
）』（
一
九
五
九
年
）
一
二
五
頁
。

（
7
）	

岡
田
亥
之
三
郎
・
前
掲
書
（
注（
６
））
一
二
七
頁
。

（
8
）	

岡
田
亥
之
三
郎
・
前
掲
書
（
注（
６
））
一
三
一
─
一
三
二
頁
。

（
9
）	

平
野
龍
一
「
恩
赦
の
存
在
理
由
」
更
生
保
護
四
巻
一
〇
号
（
一
九
五
三
年
）
八
─
九
頁
。

（
10
）	

清
宮
四
郎
『
憲
法
Ⅰ
』（
一
九
七
一
年
）
一
七
五
─
一
七
六
頁
。

（
11
）	

鈴
木
寿
一
「
恩
赦
」
団
藤
重
光
編
『
法
律
実
務
講
座
刑
事
編
・
第
一
二
巻
』（
一
九
五
七
年
）
所
収
二
九
一
六
頁
。

（
一
二
〇
二
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
八
六

政
令
に
よ
る
復
権
に
つ
い
て
も
、
問
題
の
本
質
は
変
わ
ら
な
い
。
す
で
に
刑
の
消
滅
の
規
定
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
を
修
正
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
情
が
存
在
し
な
い
限
り
、
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
常
時
恩
赦
を
積
極
的
に
活
用
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
受

刑
者
が
社
会
復
帰
へ
復
帰
す
る
た
め
に
何
が
必
要
な
の
か
を
見
極
め
な
が
ら
、
復
権
を
行
う
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。

【
付
記
】
南
部
篤
教
授
に
は
、
移
籍
後
短
い
期
間
で
あ
り
ま
し
た
が
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
刑
法
学
に
い
う
「
一
般
人
」
の

感
覚
に
、
日
大
刑
事
法
ス
タ
ッ
フ
の
中
で
最
も
近
い
方
が
退
職
さ
れ
る
の
は
、
残
さ
れ
る
身
に
と
っ
て
は
寂
し
い
こ
と
で
す
。
ど
う
か
今

後
も
後
進
の
こ
と
を
見
守
っ
て
い
た
だ
け
る
と
幸
甚
で
す
。

（
1
）	

以
下
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
官
報
令
和
元
年
一
〇
月
二
二
日
号
外
特
第
一
五
号
。

（
2
）	

法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。http://w

w
w
.m

oj.go.jp/hogo1/soum
u/hogo08_00006.htm

l

（
3
）	

脚
注（
２
）のU

R
L

を
参
照
。

（
4
）	https://w

w
w
3.nhk.or.jp/new

s/htm
l/20191022/k10012143361000.htm

l

（
5
）	

平
田
友
三
「
恩
赦
事
務
（
二
）」
研
修
三
九
三
号
（
一
九
八
一
年
）
所
収
一
一
頁
。

（
6
）	

岡
田
亥
之
三
郎
『
逐
条
恩
赦
法
釈
義
（
改
訂
再
増
補
版
）』（
一
九
五
九
年
）
一
二
五
頁
。

（
7
）	

岡
田
亥
之
三
郎
・
前
掲
書
（
注（
６
））
一
二
七
頁
。

（
8
）	

岡
田
亥
之
三
郎
・
前
掲
書
（
注（
６
））
一
三
一
─
一
三
二
頁
。

（
9
）	

平
野
龍
一
「
恩
赦
の
存
在
理
由
」
更
生
保
護
四
巻
一
〇
号
（
一
九
五
三
年
）
八
─
九
頁
。

（
10
）	

清
宮
四
郎
『
憲
法
Ⅰ
』（
一
九
七
一
年
）
一
七
五
─
一
七
六
頁
。

（
11
）	

鈴
木
寿
一
「
恩
赦
」
団
藤
重
光
編
『
法
律
実
務
講
座
刑
事
編
・
第
一
二
巻
』（
一
九
五
七
年
）
所
収
二
九
一
六
頁
。

（
一
二
〇
二
）

政
令
一
般
恩
赦
に
つ
い
て
（
野
村
）

二
八
七

（
12
）	

鈴
木
寿
一
・
前
掲
論
文
（
注（
11
））
二
九
一
六
─
二
九
一
七
頁
。

（
13
）	

鈴
木
寿
一
・
前
掲
論
文
（
注（
11
））
二
九
一
八
頁
。
次
の
よ
う
に
論
難
す
る
。「
事
実
、
与
え
ら
れ
る
べ
き
何
等
の
理
由
な
く
恩
典
を
与
え
ら

れ
た
者
は
、
意
外
の
大
金
を
拾
っ
た
乞
食
に
非
ず
ん
ば
、
競
輪
に
大
穴
を
当
て
た
遊
蕩
児
の
喜
び
を
喜
び
と
す
る
の
が
精
々
で
あ
っ
て
、
因
習
の
久

し
き
、
何
か
に
つ
け
て
再
び
僥
倖
を
待
ち
望
む
弊
害
を
も
生
ず
る
の
で
あ
る
。」
と
。

（
14
）	

岡
田
亥
之
三
郎
『
逐
条
恩
赦
法
釈
義
（
改
訂
再
増
補
版
）』（
一
九
五
九
年
）』。

（
15
）	

岡
田
・
前
掲
書
（
注（
14
））
六
頁
。

（
16
）	

岡
田
・
前
掲
書
（
注（
14
））
六
頁
。

（
17
）	

正
木
亮
「
前
科
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
同
『
刑
法
と
刑
事
政
策
（
増
訂
版
）』（
一
九
六
八
年
）
所
収
一
八
四
頁
。

（
18
）	

正
木
亮
・
前
掲
論
文
（
注（
17
））
一
九
七
頁
。

（
19
）	

正
木
亮
・
前
掲
論
文
（
注（
17
））
一
九
四
─
一
九
六
頁
。

（
20
）	

正
木
亮
・
前
掲
論
文
（
注（
17
））
一
九
六
頁
。

（
21
）	

菊
田
幸
一
「
恩
赦
制
度
の
批
判
的
考
察
」
法
律
論
叢
四
二
巻
四
・
五
・
六
合
併
号
（
一
九
六
九
年
）
三
一
七
─
三
一
八
頁
。

（
22
）	

菊
田
幸
一
・
前
掲
論
文
（
注（
21
））
三
一
八
頁
。

（
23
）	

平
田
友
三
「
恩
赦
実
務
（
二
）」
研
修
三
九
三
号
（
一
九
八
一
年
）
所
収
一
一
頁
。

（
24
）	

平
田
友
三
「
恩
赦
と
そ
の
運
用
状
況
」
朝
倉
京
一
・
佐
藤
司
・
佐
藤
晴
夫
・
森
下
忠
・
八
木
國
之
編
『
日
本
の
矯
正
と
保
護
・
第
三
巻
・
保
護

編
』（
一
九
八
一
年
）
所
収
三
三
一
頁
。

（
25
）	

平
田
友
三
「
恩
赦
実
務
（
一
二
）」
研
修
四
〇
五
号
（
一
九
八
二
年
）
所
収
一
一
四
頁
。

（
26
）	

宮
澤
浩
一
「
恩
赦
制
度
再
考
」
法
律
の
ひ
ろ
ば
四
二
巻
四
号
一
四
頁
、
脚
注
三
八
。

（
27
）	

宮
澤
浩
一
・
前
掲
論
文
（
注（
26
））
六
─
七
頁
。

（
28
）	

宮
澤
浩
一
・
前
掲
論
文
（
注（
26
））
一
二
─
一
三
頁
。

（
29
）	

中
野
次
雄
「
恩
赦
制
度
の
運
用
と
刑
事
政
策
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
三
四
号
（
一
九
八
九
年
）
所
収
四
五
頁
。

（
一
二
〇
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
八
八

（
30
）	

中
野
次
雄
「
恩
赦
制
度
の
新
方
向
」
警
察
研
究
二
〇
巻
三
号
（
一
九
四
九
年
）
所
収
二
九
頁
。

（
31
）	

中
野
次
雄
・
前
掲
論
文
（
注（
30
））
二
九
頁
。

（
32
）	
中
野
次
雄
・
前
掲
論
文
（
注（
30
））
三
二
頁
。

（
33
）	
中
野
次
雄
・
前
掲
論
文
（
注（
29
））
四
七
頁
。

（
34
）	

中
野
次
雄
・
前
掲
論
文
（
注（
29
））
四
七
─
四
八
頁
。

（
35
）	

中
野
次
雄
・
前
掲
論
文
（
注（
29
））
四
六
頁
。

（
36
）	

田
中
開
「
戦
後
に
お
け
る
恩
赦
の
運
用
と
そ
の
問
題
点
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
三
四
号
五
五
頁
以
下
。

（
37
）	

政
治
的
濫
用
の
お
そ
れ
に
対
し
て
は
、
国
会
が
一
般
恩
赦
を
行
う
こ
と
を
慣
行
化
す
る
こ
と
な
ど
を
提
案
す
る
。
田
中
開
・
前
掲
論
文
五
九
頁
。

（
38
）	

田
中
開
・
前
掲
論
文
（
注（
36
））
五
六
頁
。

（
39
）	

田
中
開
・
前
掲
論
文
（
注（
36
））
五
六
頁
。

（
40
）	

田
中
開
・
前
掲
論
文
（
注（
36
））
五
六
頁
。

（
41
）	

板
倉
宏
「
恩
赦
制
度
の
再
検
討
─
政
令
恩
赦
を
中
心
に
」
日
本
法
学
五
〇
巻
一
号
（
一
九
八
九
年
）
六
九
頁
。

（
42
）	

板
倉
・
前
掲
論
文
（
注（
41
））
七
〇
頁
。

（
43
）	

板
倉
・
前
掲
論
文
（
注（
41
））
七
一
頁
。

（
44
）	

板
倉
・
前
掲
論
文
（
注（
41
））
六
九
頁
。

（
45
）	

板
倉
・
前
掲
論
文
（
注（
41
））
七
五
頁
。

（
46
）	

佐
々
木
髙
雄
「
日
本
国
憲
法
下
の
恩
赦
制
度
」
青
山
法
学
論
集
四
八
巻
一
・
二
合
併
号
（
二
〇
〇
六
年
）。

（
47
）	

佐
々
木
髙
雄
・
前
掲
論
文
（
注（
46
））
八
二
─
八
三
頁
。

（
48
）	

比
例
原
則
に
基
づ
く
刑
事
立
法
に
つ
い
て
は
、
井
田
良
『
講
義
刑
法
学
総
論
（
第
二
版
）』（
二
〇
一
八
年
）
二
六
頁
以
下
。

（
49
）	

平
田
友
三
「
恩
赦
事
務
（
一
三
）」
研
修
四
〇
六
号
（
一
九
八
二
年
）
八
八
頁
。

（
50
）	

佐
々
木
髙
雄
・
前
掲
論
文
（
注（
46
））
八
二
頁
が
、
こ
う
し
た
分
類
を
し
て
い
る
。

（
一
二
〇
四
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
八
八

（
30
）	

中
野
次
雄
「
恩
赦
制
度
の
新
方
向
」
警
察
研
究
二
〇
巻
三
号
（
一
九
四
九
年
）
所
収
二
九
頁
。

（
31
）	

中
野
次
雄
・
前
掲
論
文
（
注（
30
））
二
九
頁
。

（
32
）	

中
野
次
雄
・
前
掲
論
文
（
注（
30
））
三
二
頁
。

（
33
）	

中
野
次
雄
・
前
掲
論
文
（
注（
29
））
四
七
頁
。

（
34
）	

中
野
次
雄
・
前
掲
論
文
（
注（
29
））
四
七
─
四
八
頁
。

（
35
）	

中
野
次
雄
・
前
掲
論
文
（
注（
29
））
四
六
頁
。

（
36
）	

田
中
開
「
戦
後
に
お
け
る
恩
赦
の
運
用
と
そ
の
問
題
点
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
三
四
号
五
五
頁
以
下
。

（
37
）	

政
治
的
濫
用
の
お
そ
れ
に
対
し
て
は
、
国
会
が
一
般
恩
赦
を
行
う
こ
と
を
慣
行
化
す
る
こ
と
な
ど
を
提
案
す
る
。
田
中
開
・
前
掲
論
文
五
九
頁
。

（
38
）	

田
中
開
・
前
掲
論
文
（
注（
36
））
五
六
頁
。

（
39
）	

田
中
開
・
前
掲
論
文
（
注（
36
））
五
六
頁
。

（
40
）	

田
中
開
・
前
掲
論
文
（
注（
36
））
五
六
頁
。

（
41
）	

板
倉
宏
「
恩
赦
制
度
の
再
検
討
─
政
令
恩
赦
を
中
心
に
」
日
本
法
学
五
〇
巻
一
号
（
一
九
八
九
年
）
六
九
頁
。

（
42
）	

板
倉
・
前
掲
論
文
（
注（
41
））
七
〇
頁
。

（
43
）	

板
倉
・
前
掲
論
文
（
注（
41
））
七
一
頁
。

（
44
）	

板
倉
・
前
掲
論
文
（
注（
41
））
六
九
頁
。

（
45
）	

板
倉
・
前
掲
論
文
（
注（
41
））
七
五
頁
。

（
46
）	

佐
々
木
髙
雄
「
日
本
国
憲
法
下
の
恩
赦
制
度
」
青
山
法
学
論
集
四
八
巻
一
・
二
合
併
号
（
二
〇
〇
六
年
）。

（
47
）	

佐
々
木
髙
雄
・
前
掲
論
文
（
注（
46
））
八
二
─
八
三
頁
。

（
48
）	

比
例
原
則
に
基
づ
く
刑
事
立
法
に
つ
い
て
は
、
井
田
良
『
講
義
刑
法
学
総
論
（
第
二
版
）』（
二
〇
一
八
年
）
二
六
頁
以
下
。

（
49
）	

平
田
友
三
「
恩
赦
事
務
（
一
三
）」
研
修
四
〇
六
号
（
一
九
八
二
年
）
八
八
頁
。

（
50
）	

佐
々
木
髙
雄
・
前
掲
論
文
（
注（
46
））
八
二
頁
が
、
こ
う
し
た
分
類
を
し
て
い
る
。

（
一
二
〇
四
）

政
令
一
般
恩
赦
に
つ
い
て
（
野
村
）

二
八
九

（
51
）	

野
村
和
彦
「
わ
が
国
の
構
成
要
件
論
に
対
す
る
疑
問
─
「
構
成
要
件
と
法
定
刑
」
の
視
座
か
ら
─
」
平
成
法
政
研
究
一
七
巻
一
号
（
二
〇
一
二

年
）
九
三
頁
以
下
。

（
52
）	
も
っ
と
も
付
随
的
違
憲
審
査
制
を
採
る
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
こ
の
こ
と
を
理
由
に
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ

る
か
ら
こ
そ
、
恩
赦
は
法
律
に
よ
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
方
に
は
説
得
力
が
あ
る
。
な
お
、
拙
稿
は
そ
の
検
討
ま
で
は
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。

（
53
）	

例
え
ば
、
菊
田
幸
一
・
前
掲
論
文
（
注（
21
））
三
三
四
頁
以
下
は
、
復
権
の
数
が
少
な
い
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
も
、
前
科
の
問
題
が
あ
る
以
上
、

復
権
は
必
要
な
も
の
で
あ
る
、
と
解
し
て
い
る
。

（
54
）	

団
藤
重
光
編
著
『
注
釈
刑
法
（
１
）
総
則
（
１
）』（
一
九
六
四
年
）
二
四
八
頁
（
刑
の
消
滅
。
所
和
彦
執
筆
）。

（
55
）	

団
藤
・
前
掲
書
（
注（
54
））
二
四
九
頁
。

（
56
）	

大
日
本
帝
国
憲
法
一
六
条
は
「
天
皇
ハ
大
赦
特
赦
減
刑
及
復
権
ヲ
命
ズ
」
と
規
定
し
て
い
た
。

（
57
）	

中
野
次
雄
『
逐
条
改
正
刑
法
の
研
究
』（
一
九
四
八
年
）
六
五
頁
。

（
58
）	

中
野
・
前
掲
書
（
注（
57
））
六
三
頁
。

（
59
）	

美
濃
部
達
吉
「
恩
赦
ニ
就
テ
」
法
学
協
会
雑
誌
三
〇
巻
一
一
号
三
四
頁
。

（
一
二
〇
五
）






